
業
者
か
ら
飲
食
接
待

呼
び
掛
け
た
。
貨
物
地
区
が

月
内
に
８
割
程
度
ま
で
回
復

す
る
見
通
し
と
な
っ
た
こ
と

や
、
被
災
実
態
を
調
べ
、
対

策
を
検
討
す
る
専
門
チ
ー
ム

を
２
０
日
付
で
発
足
さ
せ
た

こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。

　

関
空
は
４
日
、
第
１
タ
ー

ミ
ナ
ル
ビ
ル
や
Ａ
滑
走
路
、

電
源
設
備
が
浸
水
し
被
災
。

ビ
ル
の
大
半
が
停
電
し
、
Ａ

滑
走
路
の
排
水
も
で
き
な
く

な
っ
た
。
被
害
を
免
れ
た
第

２
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
と
Ｂ
滑

走
路
で
７
日
以
降
、
一
部

の
航
空
便
が
運
航
を
始
め
、

１
４
日
、
第
１
タ
ー
ミ
ナ
ル

ビ
ル
の
南
側
エ
リ
ア
と
Ａ

滑
走
路
の
運
用
も
再
開
さ
れ

た
。

　

大
阪
（
伊
丹
）、
神
戸
の

２
空
港
で
国
際
線
を
含
め
た

関
空
の
振
り
分
け
便
受
け
入

れ
が
決
ま
り
、
国
土
交
通
省

に
よ
る
と
、
１
４
日
か
ら

１
７
日
ま
で
に
大
阪
４
０

便
、
神
戸
４
便
の
国
内
線
が

運
航
し
た
。
両
空
港
と
も
航

空
会
社
か
ら
国
際
線
の
要
望

は
な
く
、
１
８
日
以
降
は
国

内
線
も
就
航
し
て
い
な
い
。

　

強
風
に
流
さ
れ
た
タ
ン

　
【
共
同
】
政
府
は
２
１
日
の
閣
議
で
、
文
部
科
学
省
幹
部
が
絡
む
贈
収
賄
事
件
を

受
け
、
同
省
の
戸
谷
一
夫
事
務
次
官
（
６
１
）
と
高
橋
道
和
初
等
中
等
教
育
局
長

（
５
７
）
の
辞
任
を
了
承
し
た
。
林
芳
正
文
科
相
は
同
日
、
贈
賄
罪
で
起
訴
さ
れ
た

元
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
役
員
の
谷
口
浩
司
被
告
（
４
７
）
か
ら
飲
食
接
待
を
受
け

て
い
た
な
ど
と
し
て
、
戸
谷
氏
と
高
橋
氏
、
義
本
博
司
高
等
教
育
局
長
（
５
６
）
の

３
人
を
減
給
の
懲
戒
処
分
と
し
た
。

贈
収
賄
事
件
で
懲
戒
処
分

カ
ウ
ン
タ
ー
に
乗
客
が
列
を

作
っ
た
。
４
階
の
国
際
線
搭

乗
口
か
ら
香
港
航
空
の
香
港

便
に
乗
り
込
み
、
午
前
７
時

す
ぎ
、
第
１
便
と
し
て
離
陸

し
た
。
関
西
空
港
を
運
営
す

る
関
西
エ
ア
ポ
ー
ト
に
よ
る

と
、
こ
の
日
は
被
災
前
と
同

水
準
の
国
際
線
、
国
内
線
計

約
４
７
０
便
が
発
着
す
る
予

定
。

　

関
西
エ
ア
の
山
谷
佳
之
社

長
は
「
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
稼
働

し
て
ほ
っ
と
し
て
い
る
。
関

西
空
港
も
大
阪
も
無
事
な
の

で
、
ぜ
ひ
来
て
ほ
し
い
」
と

　
【
共
同
】
台
風
２
１
号
の

影
響
で
浸
水
し
、
閉
鎖
が
続

い
て
い
た
関
西
空
港
の
第
１

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
北
側
エ
リ

ア
の
運
用
が
２
１
日
、
再
開

さ
れ
た
。
第
１
、
第
２
タ
ー

ミ
ナ
ル
が
全
面
閉
鎖
さ
れ
て

か
ら
１
７
日
ぶ
り
に
使
用
可

能
と
な
り
、
旅
客
便
は
通
常

の
運
航
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
戻

る
。
被
災
前
の
旅
客
数
の
回

復
や
、
貨
物
便
の
全
面
再
開

が
今
後
の
課
題
と
し
て
残
る

も
の
の
、
国
際
拠
点
空
港
と

し
て
の
機
能
は
ほ
ぼ
回
復
し

た
。

　

同
エ
リ
ア
で
は
早
朝
か
ら

航
空
会
社
の
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン

台
風
２
１
号
で
浸
水
被
害

文科次官、局長が引責辞任
旅
客
便
、
通
常
運
航
に

関
空
、
１
７
日
ぶ
り
全
面
再
開

首
相
、
３
選
受
け
本
格
始
動

石
破
氏
、
あ
い
さ
つ
回
り

つ
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

大
事
だ
」
と
強
調
。
内
閣
改

造
・
党
役
員
人
事
に
関
し
て

は
「
人
事
は
首
相
の
専
権
事

項
だ
」
と
述
べ
る
に
と
ど
め

関西空港第１ターミナルビル北側エリアの運用が再開され、
混雑する国際線出発ロビー＝２１日午前（共同）

月
）。
戸
谷
、
高
橋
両
氏
は

部
下
へ
の
監
督
責
任
も
あ
る

と
し
た
。
ほ
か
に
柿
田
恭
良

総
務
課
長
（
５
３
）
が
訓
告

処
分
。

　

文
科
省
が
２
１
日
公
表
し

た
省
内
調
査
の
第
１
次
報
告

に
よ
る
と
、
処
分
の
４
人
を

含
む
計
９
人
が
、
谷
口
被
告

の
飲
食
接
待
な
ど
に
応
じ
た

と
申
告
し
た
。

　

戸
谷
氏
は
２
０
１
５
年

１
０
月
、
宇
宙
航
空
研
究
開

発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
に
出

向
し
て
い
た
前
文
科
省
国
際

統
括
官
の
川
端
和
明
被
告

（
５
７
）
＝
収
賄
罪
で
起
訴

＝
か
ら
元
国
会
議
員
と
の
会

合
に
誘
わ
れ
、
谷
口
被
告
ら

と
会
食
。
１
次
会
と
２
次
会

の
経
費
や
タ
ク
シ
ー
代
な
ど

６
万
円
以
上
の
接
待
を
受
け

た
。

　

高
橋
氏
は
ス
ポ
ー
ツ
庁
次

長
だ
っ
た
１
６
年
８
月
ご

ろ
、
川
端
被
告
の
紹
介
で

谷
口
被
告
と
知
り
合
っ
た
。

１
７
年
６
月
、
谷
口
被
告
が

政
治
顧
問
を
し
て
い
た
国
会

議
員
の
懇
親
会
に
誘
わ
れ
、

川
端
被
告
ら
と
共
に
出
席
。

経
費
を
支
払
わ
な
か
っ
た
。

義
本
氏
は
１
７
年
９
月
、
川

端
被
告
の
依
頼
で
会
合
に
参

た
。

　

首
相
は
９
月
２
３
日
か
ら

米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
訪
れ
、

国
連
総
会
出
席
に
合
わ
せ
て

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
の
首
脳

会
談
に
臨
む
。
日
米
関
係
強

化
を
改
め
て
確
認
し
た
い
考

え
だ
が
、
自
動
車
の
貿
易
な

ど
を
巡
っ
て
激
し
い
協
議
に

な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

　

帰
国
後
、
１
０
月
１
日
を

加
し
、
タ
ク
シ
ー
代
を
含
め

１
０
万
円
超
の
接
待
を
受
け

た
。柿
田
氏
も
１
７
年
４
月
、

川
端
被
告
の
誘
い
で
１
０
万

円
超
の
接
待
に
応
じ
た
。

　

贈
収
賄
事
件
で
は
、
川
端

被
告
の
ほ
か
、前
科
学
技
術
・

学
術
政
策
局
長
の
佐
野
太
被

告
（
５
９
）
が
起
訴
さ
れ
た
。

有
識
者
に
よ
る
チ
ー
ム
が
、

全
職
員
を
対
象
に
、
贈
賄
側

の
業
者
ら
外
部
か
ら
飲
食
接

待
や
金
銭
の
贈
与
を
受
け
た

こ
と
が
あ
る
か
調
査
し
て
い

た
。

文科省幹部が絡む贈収賄事件に関し、
取材に応じ謝罪する戸谷一夫事務次官
＝２１日午後、文科省（共同）

光
戦
略
実
行
推
進
会
議
で
、

災
害
を
受
け
外
国
人
観
光
客

の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
い
で

い
る
と
指
摘
。「
日
本
は
安

全
だ
と
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
で

世
界
に
発
信
す
る
。
総
力
を

挙
げ
て
対
策
を
講
じ
て
ほ
し

い
」と
閣
僚
ら
に
指
示
し
た
。

　

菅
義
偉
官
房
長
官
は
記
者

会
見
で
、
今
後
の
政
権
運
営

に
つ
い
て
「
さ
ま
ざ
ま
な
政

策
課
題
に
真
摯
に
一
つ
一

５
０
年
へ
社
会
制

度
改
革
を
議
論

人
生
１
０
０
年
時
代
、
経
産
省

カ
ー
が
衝
突
し
た
連
絡
橋
は

破
損
し
た
二
つ
の
橋
桁
が

１
４
日
ま
で
に
撤
去
さ
れ

た
。
完
全
復
旧
は
来
年
５

月
の
連
休
前
に
な
る
見
込

み
で
、
マ
イ
カ
ー
や
レ
ン
タ

カ
ー
の
通
行
規
制
は
解
除
の

見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い
。

連
絡
橋
を
走
る
鉄
道
は
１
８

日
に
運
転
を
再
開
し
た
。

　
【
共
同
】
安
倍
晋
三
首
相

は
２
１
日
、
自
民
党
総
裁
選

で
連
続
３
選
を
果
た
し
た
の

を
受
け
、
本
格
始
動
し
た
。

台
風
や
地
震
へ
の
対
応
策
や

重
要
イ
ン
フ
ラ
の
緊
急
点
検

に
関
す
る
会
議
に
相
次
い
で

出
席
。
石
破
茂
元
幹
事
長
は

総
裁
選
敗
北
を
踏
ま
え
、
国

会
内
の
議
員
会
館
で
あ
い
さ

つ
回
り
を
し
た
。

　

首
相
は
官
邸
で
開
い
た
観

軸
に
内
閣
改
造
・
党
役
員
人

事
を
実
施
す
る
方
針
だ
。

　

石
破
氏
は
、
党
所
属
の
衆

参
両
院
議
員
の
事
務
所
を
順

に
訪
問
。
首
相
を
支
持
し
た

議
員
か
ら
も
「
無
投
票
に
せ

ず
選
挙
戦
に
し
て
く
れ
て
良

か
っ
た
」
と
声
を
掛
け
ら
れ

た
。

　

記
者
団
か
ら
憲
法
改
正
へ

の
対
応
に
つ
い
て
聞
か
れ
る

と
「
首
相
と
考
え
方
が
違
う

と
分
か
っ
た
上
で
党
員
の
約

４
５
％
が
私
に
投
票
し
た
」

と
述
べ
、
首
相
の
出
方
を
注

視
す
る
考
え
を
示
し
た
。

　

立
候
補
を
断
念
し
た
野
田

聖
子
総
務
相
は
会
見
で
、
総

裁
選
で
石
破
氏
が
善
戦
し

た
結
果
、
党
の
多
様
性
を
示

す
こ
と
が
で
き
た
と
歓
迎
し

た
。「
自
民
党
は
安
倍
１
強

な
の
で
は
な
く
、
権
力
に
対

す
る
健
全
な
批
判
勢
力
が
あ

る
の
だ
と
顕
在
化
で
き
た
」

と
述
べ
た
。

　

一
方
、
麻
生
太
郎
副
総
理

兼
財
務
相
は
会
見
で
、
石
破

氏
に
関
し
「
善
戦
し
た
と
は

思
わ
な
い
。
議
員
票
は
え
ら

い
少
な
い
な
と
思
い
ま
し
た

ね
」
と
述
べ
た
。

者
団
に
「
国
民
に
不
信
を
与

え
、
深
く
反
省
し
て
い
る
」

と
謝
罪
し
た
。
後
任
の
次
官

は
当
面
置
か
ず
、
藤
原
誠
官

房
長
（
６
１
）
が
職
務
を
代

行
す
る
。

　

処
分
内
容
は
、
戸
谷
氏
が

減
給
１
０
分
の
１
（
３
カ

月
）、
高
橋
氏
が
同
（
２
カ

月
）、
義
本
氏
が
同
（
１
カ

　

文
科
省
で
は
昨
年
、
天
下

り
問
題
で
前
任
次
官
の
前
川

喜
平
氏
も
引
責
辞
任
し
て

お
り
、
２
代
連
続
と
い
う
異

例
の
事
態
。
組
織
の
立
て
直

し
が
急
務
と
な
る
。
林
氏
は

記
者
会
見
で
「
極
め
て
遺
憾

で
、
心
よ
り
お
わ
び
申
し
上

げ
る
。
信
頼
回
復
に
努
め
た

い
」
と
陳
謝
。
戸
谷
氏
も
記

２
１
日
、
少
子
高
齢
化
が
進

み
現
役
世
代
が
急
減
す
る

２
０
５
０
年
に
向
け
、
就
労

環
境
や
社
会
保
障
な
ど
社
会

制
度
改
革
を
議
論
す
る
有
識

者
会
議
を
設
置
し
初
会
合
を

開
い
た
。「
人
生
１
０
０
年

時
代
」
の
到
来
を
念
頭
に
健

康
な
高
齢
者
が
長
く
働
け
る

職
場
を
確
保
。
予
防
や
健
康

へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
（
動

機
づ
け
）
を
広
げ
、
社
会
保

障
費
の
抑
制
を
目
指
す
。
来

年
夏
ま
で
に
提
案
を
取
り
ま

と
め
、
政
府
の
未
来
投
資
会

議
に
報
告
す
る
。

　

経
産
省
に
よ
る
と
、
５
０

年
ご
ろ
に
１
０
０
歳
以
上
の

人
口
は
５
０
万
人
を
突
破
。

働
き
手
の
中
心
と
な
る
１
５

〜
６
４
歳
の
現
役
世
代
は

１
５
年
比
で
約
２
４
０
０
万

人
減
少
し
、
約
５
３
０
０
万

人
と
な
る
見
通
し
だ
。
単
身

世
帯
が
増
え
、
未
婚
率
が
上

昇
す
る
な
ど
社
会
の
構
造
も

変
わ
る
。

　

有
識
者
会
議
で
は
、
５
０

年
に
は
企
業
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
（
部
品
の
調
達
・

供
給
網
）は
世
界
に
広
が
り
、

人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
な
ど
の

技
術
が
飛
躍
的
に
進
む
と
想

定
。
副
業
や
中
途
採
用
の
活

性
化
の
ほ
か
、
高
齢
者
が
働

き
や
す
い
環
境
を
整
え
、
就

労
機
会
を
増
や
す
方
策
を
探

る
。

　

高
齢
化
に
伴
う
医
療
費
の

増
大
に
対
し
て
は
、
個
人
が

積
極
的
に
病
気
の
予
防
を
す

る
仕
組
み
を
話
し
合
う
。

　
【
共
同
】
経
済
産
業
省
は
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中
道
訴
え
、両
極
激
し
く
攻
撃

発
生
し
、
水
中
の
酸
素
量
が

ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
に
な
り
、
魚

な
ど
が
死
ぬ
事
も
あ
る
。

　

エ
ス
タ
ー
ド
紙
の
記
事
の

冒
頭
に
出
て
く
る
サ
ウ
ト
市

は
、
聖
市
か
ら
７
３
キ
ロ
の

所
に
あ
り
、
３
年
前
、
４
０

ト
ン
の
魚
が
死
ぬ
事
件
が
起

き
た
。
現
在
は
、
川
岸
に
ア

ヒ
ル
や
さ
ぎ
な
ど
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
亀
や
か
わ

う
そ
も
姿
を
見
せ
始
め
た
。

悪
臭
も
ほ
と
ん
ど
消
え
、
川

が
滝
状
に
な
っ
て
い
る
場
所

を
訪
れ
る
人
も
増
え
た
。
現

在
の
水
質
は
普
通
だ
が
、
川

面
に
は
洗
剤
成
分
な
ど
で
出

来
る
白
い
泡
が
ま
だ
浮
か

び
、
泳
ぐ
人
も
い
な
い
。

　

チ
エ
テ
川
の
水
質
を
、
５

段
階
に
分
け
た
場
合
、
最
良

に
あ
た
る
流
域
は
ゼ
ロ
。
良

　

民
主
社
会
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
の
ジ
ェ
ラ
ウ
ド
・
ア
ウ
キ
ミ
ン
氏
が
、
大
統
領
選

が
極
右
候
補
の
ジ
ャ
イ
ー
ル
・
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
（
社
会
自
由
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
と
フ
ェ

ル
ナ
ン
ド
・
ハ
ダ
ジ
氏
（
労
働
者
党
・
Ｐ
Ｔ
）
の
二
極
化
の
様
相
を
見
せ
は
じ
め

た
こ
と
に
強
く
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
対
抗
す
る
姿
勢
を
強
め
て
い
る
。
２
１
日
付
伯

字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

や
国
民
の
国
外
脱
出
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
に
も
言
及
。
先
代
大
統

領
の
ウ
ゴ
・
チ
ャ
ヴ
ェ
ス

氏
（
２
０
１
３
年
没
）
が
Ｐ

Ｔ
の
親
玉
、
ル
ー
ラ
元
大
統

領
と
懇
意
だ
っ
た
こ
と
に
加

え
、
極
右
路
線
の
は
ず
の
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
氏
が
１
９
９
９
年

当
事
、
チ
ャ
ヴ
ェ
ス
氏
の
こ

と
を
「
南
米
社
会
の
希
望
」

と
し
て
褒
め
称
え
て
い
た
こ

と
も
伝
え
た
。

　

Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ｆ
の
件
は
、
ア
ウ

キ
ミ
ン
氏
以
外
に
も
、
ハ
ダ

ジ
氏
や
マ
リ
ー
ナ
・
シ
ウ

ヴ
ァ
氏（
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
）、シ
ロ
・

ゴ
メ
ス
氏
（
民
主
労
働
党
・

Ｐ
Ｄ
Ｔ
）
と
い
っ
た
他
候
補

も
２
０
日
の
う
ち
に
批
判
し

た
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
Ｃ
Ｐ
Ｍ

Ｆ
の
件
を
、「
増
税
は
決
し

て
し
な
い
の
が
モ
ッ
ト
ー
。

放
送
に
だ
ま
さ
れ
る
な
」
と

批
判
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

ゲ
デ
ス
氏
が
投
資
家
た
ち
と

の
間
で
予
定
し
て
い
た
会
合

を
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
事
態
も

生
じ
た
。

　

２
１
日
、
ジ
ャ
イ
ー
ル
・

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
入
院
先
の

聖
市
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ア
イ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
か
ら
ビ
デ
オ
・

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
、「
体

調
は
か
な
り
良
く
な
っ
た
。

今
月
中
に
は
退
院
で
き
そ
う

だ
」
と
語
っ
た
。
今
は
ち
ょ

う
ど
、
本
日
付
で
報
じ
た
よ

　

ま
た
、
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
重
鎮
の

カ
ル
ド
ー
ゾ
元
大
統
領
も

２
０
日
に
声
明
を
発
表
し
、

「
伯
国
社
会
は
今
、
〃
急
進

的
す
ぎ
る
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
〃
と

〃
極
端
な
解
決
策
〃
の
二
項

対
立
で
進
み
つ
つ
あ
る
」
と

し
、「
唯
一
の
解
決
策
は
バ

ラ
ン
ス
感
覚
を
持
っ
た
中
道

の
人
た
ち
が
こ
の
流
れ
を
食

い
止
め
る
こ
と
だ
」
と
語
っ

た
。
同
氏
は
「
こ
の
あ
ま
り

に
馬
鹿
げ
た
世
の
流
れ
を
食

い
止
め
る
の
に
は
ま
だ
時
間

が
あ
る
」
と
訴
え
た
。

　

一
方
、
２
０
日
夜
、
ア
パ

レ
シ
ー
ダ
局
で
行
わ
れ
た
大

統
領
候
補
に
よ
る
討
論
会

で
は
、
ハ
ダ
ジ
氏
が
攻
撃
対

象
と
な
っ
た
。
攻
撃
し
た
の

は
ア
ウ
キ
ミ
ン
氏
と
エ
ン
リ

ケ
・
メ
イ
レ
レ
ス
氏
（
民
主

運
動
・
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
で
、「
テ

「
ど
っ
ち
勝
っ
て
も
ベ
国
化
」と
警
告

に
あ
た
る
流
域
も
、
９
４
の

流
域
中
、
５
・
４
％
に
あ
た

る
６
カ
所
の
み
だ
。

　

浄
化
が
最
も
進
ん
だ

２
０
１
４
年
は
、
浄
化
計

画
に
６
億
３
５
５
６
万
レ

良
と
出
る
と
期
待
し
て
い
た

が
、
少
雨
の
影
響
か
、
普
通

で
終
っ
た
と
い
う
。

　

な
お
、
聖
州
水
道
公
社

は
こ
の
報
告
後
、
１
７
年

９
月
〜
１
８
年
８
月
の
汚

１
１
５
０
キ
ロ
の
チ
エ
テ
川

の
流
域
中
、
１
１
％
は
ま
だ

極
度
に
汚
染
さ
れ
て
い
る
と

い
う
。

　

こ
れ
ら
の
流
域
は
、
生
活

排
水
や
工
業
排
水
、
肥
料
や

農
薬
な
ど
を
含
ん
だ
雨
水
や

地
下
水
な
ど
が
流
れ
込
み
、

水
中
の
酸
素
含
有
量
が
落
ち

て
い
る
。
肥
料
が
流
れ
込
ん

だ
流
域
で
は
藻
な
ど
が
大
量

　

２
２
日
が
「
チ
エ
テ
川
の

日
」
で
あ
る
事
に
ち
な
ん
で

か
、
２
１
日
付
エ
ス
タ
ー
ド

紙
や
Ｇ
１
サ
イ
ト
が
、
チ
エ

テ
川
の
汚
染
状
況
な
ど
を
報

じ
た
。

　

Ｓ
Ｏ
Ｓ
マ
ッ
タ
・
ア
ト
ラ

ン
チ
カ
財
団
に
よ
る
調
査
報

告
書
「
２
０
１
８
年
チ
エ

テ
川
観
察
記
録
」
に
よ
る

と
、
汚
染
が
酷
く
、
毎
月
の

調
査
で
水
質
が
悪
、
最
悪
と

判
断
さ
れ
た
流
域
は
、
１
年

間
で
８
キ
ロ
減
り
、
１
２
２

キ
ロ
に
な
っ
た
が
、
全
長 汚

染
流
域
は
８
キ
ロ
減
少

荒
れ
る
公
立
校
の
実
態
暴
露

水
危
機
後
、投
資
額
伸
び
ず

染
流
域
減
少
は
、
バ
ル
エ
リ

下
水
処
理
場
の
処
理
能
力
が

毎
秒
９
千
リ
ッ
ト
ル
か
ら

１
万
２
千
リ
ッ
ト
ル
に
拡
大

さ
れ
た
結
果
と
説
明
。
処
理

能
力
拡
大
で
、
１
日
８
ト
ン

の
垂
れ
流
し
が
止
ま
っ
た
と

い
う
。
ま
た
、
チ
エ
テ
川
浄

化
計
画
初
年
の
１
９
９
２
年

の
汚
染
流
域
５
３
０
キ
ロ
が

４
０
８
キ
ロ
減
の
１
２
２
キ

ロ
と
な
っ
た
と
自
画
自
賛
し

た
。

　

ま
た
、
水
危
機
以
後
、
下

水
処
理
用
の
投
資
を
水
供
給

用
の
投
資
に
振
り
替
え
た
の

は
事
実
だ
が
、
浄
化
計
画
は

継
続
中
と
釈
明
。
１
５
年
の

汚
染
流
域
増
加
は
、
１
４
年

は
少
雨
で
路
上
の
ゴ
ミ
な
ど

が
川
に
流
れ
込
ま
ず
に
済
ん

だ
が
、
１
５
年
は
２
〜
３
月

の
大
雨
な
ど
で
、
川
に
流
れ

込
む
ゴ
ミ
が
増
え
た
せ
い
も

あ
る
と
し
て
い
る
。

　

　

ア
ウ
キ
ミ
ン
氏
は
か
ね
て

か
ら
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
へ
の

批
判
を
展
開
し
て
い
た
が
、

２
１
日
に
放
送
さ
れ
た
同
氏

の
政
見
放
送
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
痛
烈
な
も
の
だ
っ

た
。

　

ま
ず
冒
頭
で
、
昨
日
付
本

紙
で
も
報
じ
た
、
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
氏
の
財
相
に
予
定
さ
れ
て

い
る
経
済
評
論
家
パ
ウ
ロ
・

ゲ
デ
ス
氏
が
、
国
民
に
不
人

気
で
２
０
０
７
年
に
議
会
で

も
廃
案
と
な
っ
て
い
た
金
融

取
引
暫
定
納
付
金
（
通
称
、

小
切
手
税
、
Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ｆ
）
の

復
活
を
念
頭
に
置
い
て
い
る

こ
と
を
痛
烈
に
批
判
し
た
。

　

ま
た
、
極
左
の
ニ
コ
ラ

ス
・
マ
ド
ゥ
ー
ロ
大
統
領
の

独
裁
政
権
下
で
の
経
済
破
綻

チ
エ
テ
川
下
流
の
ピ
ラ
ポ
ラ
・
ド
・
ボ

ン
・
ジ
ェ
ズ
ス
で
は
、
川
面
の
泡
が
橋

を
多
い
、
街
中
に
流
れ
込
ん
だ
事
も
あ

る
（Rafael Pacheco

、22/06/2015

）

２０日のアウキミン氏（Ciete Silvério）

討
論
会
で
は
ハ
ダ
ジ
が
標
的
に

リ オ

メ
ル
政
権
を
招
い
た
の
は
Ｐ

Ｔ
政
権
だ
」「
伯
国
経
済
を

壊
し
た
の
は
ジ
ウ
マ
政
権

だ
」
と
批
判
し
た
。

　

ま
た
、
入
院
中
で
不
参
加

だ
っ
た
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
も
、

マ
リ
ー
ナ
氏
ら
か
ら
の
批
判

の
対
象
と
な
っ
て
い
た
。

う
に
、
同
氏
の
経
済
ス
タ
ッ

フ
の
パ
ウ
ロ
・
ゲ
デ
ス
氏
の

Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ｆ
再
導
入
の
疑
惑
に

よ
り
、
他
の
大
統
領
候
補
か

ら
の
攻
撃
が
ま
た
激
化
し
は

じ
め
た
頃
。
こ
れ
が
同
氏
の

支
持
率
に
ど
う
響
く
か
は
現

時
点
で
は
わ
か
ら
な
い
が
、

攻
め
ら
れ
る
材
料
が
で
き
て

し
ま
っ
た
こ
と
は
事
実
。
同

氏
の
退
院
ま
で
に
果
た
し
て

何
が
起
こ
る
か
。
そ
し
て
、

退
院
の
場
合
も
一
次
投
票
ま

で
に
は
日
時
が
か
な
り
少
な

く
な
る
が
、
そ
こ
か
ら
氏
が

ど
う
動
く
か
。
見
逃
せ
な
い

と
こ
ろ
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

７
月
に
、
パ
ラ
ナ
州
グ
ア

ラ
プ
ア
ー
ヴ
ァ
の
自
宅
ア

パ
ー
ト
の
４
階
か
ら
転
落
死

し
た
弁
護
士
タ
チ
ア
ー
ネ
・

ス
ピ
ッ
ツ
ネ
ル
さ
ん
（
当
事

２
９
）
の
検
死
結
果
が
正
式

に
発
表
さ
れ
、
転
落
す
る
前

に
既
に
首
を
絞
め
ら
れ
て
亡

く
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ

の
事
件
に
関
し
て
は
、
既
に

夫
の
ル
イ
ス
・
フ
ェ
リ
ペ
・

マ
ン
ヴ
ァ
イ
レ
ー
ル
容
疑
者

を
逮
捕
済
だ
。こ
の
事
件
は
、

タ
チ
ア
ー
ネ
さ
ん
が
事
件
直

前
も
駐
車
場
や
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
中
で
同
容
疑
者
か
ら

暴
行
を
受
け
て
い
た
こ
と
を

示
す
監
視
カ
メ
ラ
の
公
開
で

話
題
に
な
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
　

◎

　

２
０
日
に
行
わ
れ
た
サ
ッ

カ
ー
の
リ
ベ
ル
タ
ド
ー
レ
ス

杯
準
々
決
勝
第
１
試
合
、
パ

ル
メ
イ
ラ
ス
は
敵
地
チ
リ
で

の
対
コ
ロ
コ
ロ
戦
を
２
―
０

で
快
勝
。
本
拠
地
で
の
次
戦

を
前
に
し
て
、
か
な
り
有
利

な
状
況
と
な
っ
た
。
伯
国
勢

で
は
グ
レ
ミ
オ
も
１
戦
目
で

勝
利
し
て
い
る
が
、
ク
ル
ゼ

イ
ロ
は
敗
退
。
１
０
月
２
〜

４
日
の
第
２
戦
の
結
果
、
準

決
勝
に
進
出
す
る
伯
国
勢
は

何
チ
ー
ム
に
な
る
か
。

　

保
健
省
が
２
０
日
、

２
０
１
６
年
の
自
殺
発
生

率
は
２
０
０
７
年
よ
り

１
６
・
８
％
上
昇
し
た
と
発

表
し
た
と
２
０
、２
１
日
付

伯
字
紙
、サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

１
６
年
の
デ
ー
タ
は
現
時

点
で
の
最
新
デ
ー
タ
で
、
自

殺
者
は
１
万
１
４
３
３
人
、

自
殺
発
生
率
は
１
０
万
人
あ

た
り
５
・
８
人
と
報
告
さ
れ

た
。
０
７
年
は
１
０
万
人
あ

た
り
４
・９
人
だ
っ
た
。

　

同
省
に
よ
る
と
、
１
６
年

の
自
殺
者
は
１
日
平
均
３
１

人
に
な
る
が
、
２
０
％
の
死

者
は
死
因
の
記
載
が
な
く
、

実
際
の
人
数
は
も
っ
と
大
き

い
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。

　

自
殺
者
は
圧
倒
的
に
男
性

が
多
く
、
１
０
万
人
に
つ
き

９
・
２
人
が
自
殺
。
１
０
年

前
よ
り
２
８
％
増
え
た
。

　

女
性
は
１
０
万
人
に
つ
き

２
・
４
人
だ
っ
た
が
、
自
殺

未
遂
は
女
性
の
方
が
多
い
。

自
殺
未
遂
を
起
こ
し
た
女
性

の
多
く
は
家
計
の
中
心
で
、

死
後
に
家
族
に
与
え
る
影
響

の
大
き
さ
を
考
え
た
り
し
て

思
い
止
ま
っ
た
と
見
ら
れ
て

い
る
。

　

自
殺
ま
た
は
自
殺
未
遂
の

原
因
に
関
し
て
は
詳
細
な
調

査
が
必
要
だ
が
、
自
殺
未
遂

の
原
因
が
記
載
さ
れ
た
ケ
ー

ス
の
５
２
％
は
失
業
中
で
、

失
業
や
そ
れ
に
伴
う
家
計
圧

迫
が
主
な
原
因
と
見
ら
れ
て

い
る
。

　

ま
た
、
家
庭
内
暴
力
そ
の

他
の
暴
力
事
件
の
被
害
者
の

女
性
は
、
自
殺
す
る
危
険
度

が
高
い
。
中
に
は
、
１
２
歳

で
自
殺
未
遂
を
起
こ
し
た
少

女
も
い
る
が
、
こ
う
い
っ
た

被
害
に
遭
っ
て
い
る
事
も
、

女
性
の
自
殺
未
遂
者
が
多
い

原
因
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　

自
殺
は
世
界
的
な
関
心
事

で
、
伯
国
で
は
１
５
〜
２
９

歳
の
青
年
の
死
因
の
第
４
位

だ
。
伯
国
で
は
９
月
を
自
殺

撲
滅
月
と
し
て
お
り
、
黄
色

い
リ
ボ
ン
を
つ
け
て
啓
蒙
活

動
な
ど
を
行
う
人
も
多
い
。

　

保
健
省
は
自
殺
回
避
の

た
め
、「
オ
ー
プ
ン
な
態
度

で
相
談
に
乗
る
」、「
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
専
門
の
電
話

（
１
８
８
）の
事
を
教
え
る
」、

「
身
近
な
人
の
行
動
や
態
度

に
注
意
を
払
う
」、「
悩
み
や

問
題
が
生
じ
た
ら
助
け
を
請

う
」、「
自
殺
し
そ
う
な
人
が

い
た
ら
一
人
に
せ
ず
、
自

殺
に
使
い
そ
う
な
道
具
を
遠

ざ
け
る
」
と
い
っ
た
助
言
を

行
っ
て
い
る
。

　

リ
オ
の
公
立
校
の
黒
人
教

師
が
１
８
日
の
授
業
中
に
学

生
た
ち
か
ら
受
け
た
暴
行
や

侮
辱
的
な
態
度
を
録
画
し
た

動
画
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
上
で
流
れ
、
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
２
０
、２
１
日

付
伯
字
サ
イ
ト
が
報
じ
て
い

る
。

　

暴
行
な
ど
の
被
害
に
遭
っ

た
の
は
、
リ
オ
州
沿
岸
部
リ

オ
・
ダ
ス
・
オ
ス
ト
ラ
ス
市

立
メ
ス
ト
レ
・
マ
ル
サ
ル
統

括
校
の
教
師
の
チ
ア
ゴ
・
ド

ス
・
サ
ン
ト
ス
・
コ
ン
セ
イ

ソ
ン
氏
（
３
１
）
だ
。

　

コ
ン
セ
イ
ソ
ン
氏
は
１
８

日
、
９
年
生
（
日
本
の
中
学

３
年
生
）
の
テ
ス
ト
中
、
教

室
で
監
視
し
て
い
た
が
、
不

真
面
目
な
生
徒
た
ち
が
次
々

と
挑
発
的
な
行
動
を
と
っ
た
。

学
生
た
ち
は
大
声
で
は
し
ゃ

ぎ
、
板
書
中
の
同
氏
に
背
後

か
ら
ポ
シ
ェ
ッ
チ
を
投
げ
つ

け
、
答
案
用
紙
を
破
り
、
同

氏
の
体
を
押
し
、
暴
言
を
吐

い
た
り
、「
２
度
と
授
業
な
ん

か
で
き
る
も
の
か
」
と
脅
す

な
ど
の
暴
挙
に
出
た
。

　

こ
の
模
様
は
別
の
生
徒
に

よ
っ
て
録
画
さ
れ
、
約
３
分

間
に
編
集
さ
れ
た
後
に
ネ
ッ

ト
上
に
流
さ
れ
た
。
動
画
は

た
ち
ま
ち
話
題
と
な
り
、
グ

ロ
ー
ボ
局
の
ニ
ュ
ー
ス
で
も
放

送
さ
れ
、
注
目
度
が
一
気
に

高
ま
っ
た
。

　

同
氏
は
以
前
か
ら
、
校
長

ら
に
申
し
立
て
を
行
っ
て
い
た

と
い
う
。「
動
画
の
中
に
は
、

私
が
教
室
の
入
り
口
か
ら
助

け
を
求
め
た
が
、
誰
も
応
じ

よ
う
と
せ
ず
、
話
を
聞
こ
う

と
も
し
な
か
っ
た
様
子
も
映
っ

て
い
る
。
仕
方
な
く
、
教
材

を
纏
め
、
校
長
ら
と
話
そ
う

と
教
室
を
出
た
が
、
こ
の
学

校
の
校
長
や
教
頭
は
運
営
の

こ
と
し
か
考
え
て
お
ら
ず
、

授
業
を
見
に
き
た
こ
と
な
ど

一
度
も
な
い
」「
市
の
教
育
局

に
も
行
っ
た
が
、
副
局
長
と

話
し
て
も
埒
が
明
か
ず
、
学

校
を
辞
め
て
は
と
の
提
案
が

な
さ
れ
た
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

同
氏
は
実
際
に
辞
表
を
提

出
し
て
お
り
、
生
徒
か
ら
も

脅
迫
さ
れ
た
リ
オ
・
ダ
ス
・

オ
ス
ト
ラ
ス
市
に
は
住
め
な

い
と
ま
で
言
っ
て
い
る
。

　
こ
の
動
画
で
ポ
シ
ェッ
チ
を

投
げ
、「
２
度
と
授
業
な
ん

か
で
き
る
も
の
か
」
と
発
言

し
た
少
年
は
、
そ
の
後
に
謝

罪
の
ビ
デ
オ
を
作
っ
た
り
し

た
が
、
コ
ン
セ
イ
ソ
ン
氏
に
よ

る
と
、
生
徒
た
ち
が
や
っ
た

こ
と
は
い
た
ず
ら
の
域
を
超

え
て
い
た
と
い
う
。

　

同
氏
に
よ
る
と
、「
〃
お

ま
え
、
あ
の
先
生
、
殺
す
の
？

〃
、
〃
殺
せ
〃
な
ど
と
い
う

会
話
さ
え
あ
っ
た
。
こ
れ
も

ビ
デ
オ
に
録
画
さ
れ
て
い
る
」

と
い
う
。
ま
た
、
生
徒
の
中

に
は
以
前
か
ら
、
コ
ン
セ
イ

ソ
ン
氏
に
対
し
て
人
種
差
別

的
な
行
動
を
と
る
生
徒
が
い

た
と
い
う
。

　

市
警
は
２
０
日
、
同
件
に

関
す
る
捜
査
を
開
始
し
た
。

　

聖
市
地
下
鉄
や
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｍ

の
車
内
や
駅
内
で
の
強
盗
や

窃
盗
の
増
加
傾
向
が
続
い
て

い
る
と
、
２
１
日
付
伯
字
紙

が
報
じ
て
い
る
。

　

聖
市
地
下
鉄
側
が
発
表

し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

２
０
１
８
年
１
月
か
ら
６
月

に
か
け
て
の
地
下
鉄
と
Ｃ

Ｐ
Ｔ
Ｍ
で
の
強
盗
や
窃
盗

に
よ
る
被
害
件
数
は
窃
盗

１
５
９
４
件
、
強
盗
２
４
５

件
の
計
１
８
３
９
件
だ
っ
た

と
い
う
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
の
同
期
に

記
録
し
た
１
７
４
１
件
よ
り

５
・６
％
増
え
て
い
る
。

　

１
６
年
上
半
期
の
発
生
件

数
は
１
５
年
上
半
期
よ
り

６
・
７
％
減
っ
て
い
た
が
、

１
７
年
上
半
期
は
１
６
年
上

半
期
よ
り
１
８
・
９
％
増
え

て
お
り
、
２
年
連
続
で
の
増

加
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
犯
罪
が
増
え
て

い
る
理
由
と
し
て
は
、
電
車

の
利
用
者
が
携
帯
電
話
で
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
や
ネ
ッ
ト
に
気

を
取
ら
れ
、
不
注
意
に
な
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
て
い
る
。

　

専
門
家
の
意
見
に
よ
る
と

「
現
在
、
駅
の
構
内
に
は
多

数
の
監
視
カ
メ
ラ
が
設
置
さ

れ
て
い
る
た
め
、
犯
人
を
特

定
す
る
こ
と
は
以
前
よ
り
簡

単
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う

が
、「
駅
内
で
の
強
盗
や
窃

盗
を
本
格
的
に
減
少
さ
せ
る

た
め
に
は
、
市
警
の
捜
査
を

よ
り
徹
底
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
」
と
語
っ
て
い
る
。

大統領選二極化に激しく抵抗

１
日
平
均
３
１
人
が
自
殺

発
生
率
は
１
６
・８
％
上
昇

黒
人
教
師
の
動
画
が
流
れ
て
問
題
に

アウキミン２
２
日
は
チ
エ
テ
川
の
日

（２）２０１８年 第５０８８号 ９月 ２２日 （土曜日）

地
下
鉄
や
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｍ
の
盗
み
増
加

乗
客
の
不
注
意
な
ど
が
原
因

聖 市

ア
ル
が
投
じ
ら
れ
、

汚
染
流
域
も
７
１

キ
ロ
に
減
っ
た
が
、

１
５
年
の
汚
染
流

域
は
１
５
４
・
７
キ

ロ
に
戻
っ
た
。
同

年
以
降
の
投
資
は

４
億
レ
ア
ル
前
後

で
、
汚
染
流
域
減

少
も
、
１
３
７
キ

ロ
、
１
３
０
キ
ロ
、

１
２
２
キ
ロ
と
緩

や
か
だ
。

　

Ｓ
Ｏ
Ｓ
マ
ッ
タ
・

ア
ト
ラ
ン
チ
カ
で

は
、
水
源
地
の
サ
レ

ゾ
ポ
リ
ス
か
ら
イ

タ
ク
ア
ケ
セ
ツ
ー

バ
ま
で
の
水
質
は



　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
シ
ド
ニ
ー
近き

ん

郊こ
う

、
人じ

ん

口こ
う

約や
く

４
万ま

ん

人に
ん

の
町ま

ち

ス
ト
ラ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
。
そ
の
駅え

き

前ま
え

の
公こ

う

有ゆ
う

地ち

に
、
２
０
１
４

年ね
ん

、「
慰い

安あ
ん

婦ふ

像ぞ
う

」
が
建た

て
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
こ
は

中ち
ゅ
う

国ご
く

・
韓か

ん

国こ
く

系け
い

移い

民み
ん

が
人じ

ん

口こ
う

の
約や

く

３
割わ

り

、
１
万ま

ん

人に
ん

を
超こ

え
、

対た
い

す
る
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
子こ

供ど
も

も
含ふ

く

め
て
７
０
人に

ん

ほ
ど
だ
っ
た
。

　

４
月が

つ

１
日た

ち

に
市し

議ぎ

会か
い

で
公こ

う

聴ち
ょ
う

会か
い

が
開ひ

ら

か
れ
る
こ
と
に
な
り
、

ス
ト
ラ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
に
住す

む
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
母は

は

親お
や

か
ら
の
「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
集あ

つ

ま
っ
て
欲ほ

し
い
」
と
い
う
メ
ー
ル
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
永え

い

住じ
ゅ
うし
て
企き

業ぎ
ょ
うで
働は

た
らい
て
い
た
山や

ま

岡お
か

鉄て
つ

秀ひ
で

氏し

の
所と

こ
ろに
舞ま

い

込こ

ん
で
き
た
の
は
、
そ
の
前ぜ

ん

日じ
つ

の
こ
と
だ
っ
た
。

　

子こ

ど
も
た
ち
が
差さ

別べ
つ

や
い
じ
め
を
受う

け
な
い
か
と
怯お

び

え
て
い

る
お
母か

あ

さ
ん
た
ち
の
事こ

と

を
思お

も

う
と
、「
見み

て
見み

ぬ
ふ
り
は
で
き

な
い
」
と
山や

ま

岡お
か

氏し

は
思お

も
っ
た
。
メ
ー
ル
を
出だ

し
た
お
母か

あ

さ
ん
と

連れ
ん

絡ら
く

を
つ
け
、
反は

ん

論ろ
ん

の
仕し

方か
た

に
つ
い
て
、
こ
う
意い

見け
ん

を
述の

べ
た
。

　
相あ

い

手て

は
い
つ
も
の
よ
う
に
歴れ

き

史し

問も
ん

題だ
い

で
日に

本ほ
ん

を
糾

き
ゅ
う

弾だ
ん

し
て
く

る
は
ず
だ
。
し
か
し
、
そ
の
土ど

俵ひ
ょ
うに
乗の

っ
て
反は

ん

論ろ
ん

す
べ
き
で
は

な
い
。
事じ

実じ
つ

関か
ん

係け
い

が
ど
う
で
あ
れ
、そ
ん
な
問も

ん

題だ
い

を
ロ
ー
カ
ル・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
持も

ち
込こ

ん
だ
ら
ダ
メ
だ
と
い
う
原げ

ん

則そ
く

論ろ
ん

を
一い

っ

貫か
ん

し
て
主し

ゅ

張ち
ょ
うす
べ
き
だ
。[

１
， ｐ
１
２]

　

翌よ
く

日じ
つ

の
公こ

う

聴ち
ょ
う

会か
い

で
は
４
人に

ん

ず
つ
が
ス
ピ
ー
チ
を
し
た
。
相あ

い

手て

側が
わ

は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

、
韓か

ん

国こ
く

人じ
ん

だ
け
だ
っ
た
が
、
こ
ち
ら
は
地じ

元も
と

の

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人じ

ん

、
ア
メ
リ
カ
人じ

ん

を
含ふ

く

み
、
山や

ま

岡お
か

氏し

が
ア
ン

カ
ー
を
務つ

と

め
た
。

「
慰い

安あ
ん

婦ふ

」情じ
ょ
う

報ほ
う

戦せ
ん

へ
の
反は

ん

撃げ
き

2018年
ねん

8月
がつ

12日
にち

版
ばん

　
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
ス
ト
ラ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
多た

文ぶ
ん

化か

主し
ゅ

義ぎ

が
最も

っ
と
も
成せ

い

功こ
う

し
た
町ま

ち

で
す
。
そ
の
評

ひ
ょ
う

判ば
ん

は
維い

持じ

し
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
慰い

安あ
ん

婦ふ

像ぞ
う

に
よ
っ
て
分ぶ

ん

断だ
ん

さ
れ
た
町ま

ち

と
し

て
記き

憶お
く

さ
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
市し

議ぎ

会か
い

の
み
な
さ
ん
も
き
っ

と
そ
う
思お

も

う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。[

１
， ｐ
１
４]

　

終
し
ゅ
う

始し

一い
っ

貫か
ん

、淡た
ん

々た
ん

と
、し
か
し
情

じ
ょ
う

感か
ん

を
込こ

め
て
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
融ゆ

う

和わ

の
大た

い

切せ
つ

さ
を
訴う

っ
た
え
た
。
公こ

う

聴ち
ょ
う

会か
い

の
結け

っ

果か

は
「
市し

で
判は

ん

断だ
ん

で
き
る
問も

ん

題だ
い

で
は
な
い
の
で
州し

ゅ
う
や
連れ

ん

邦ぽ
う

の
大だ

い

臣じ
ん

に
意い

見け
ん

を
求も

と

め
ま
す
」。
中

ち
ゅ
う

韓か
ん

団だ
ん

体た
い

の
ご
り
押お

し
の
政せ

い

治じ

力り
ょ
くを
考こ

う

慮り
ょ

し
て
即そ

く

時じ

却き
ゃ
っ

下か

に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
棚た

な

上あ

げ
に
は
で
き
た
。

　

山や
ま

岡お
か

氏し

の
新し

ん

著ち
ょ

『
日に

本ほ
ん

よ
、情

じ
ょ
う

報ほ
う

戦せ
ん

は
こ
う
戦た

た
か
え
！
』[

１]

に
は
、
こ
こ
で
発は

っ

揮き

さ
れ
た
情

じ
ょ
う

報ほ
う

戦せ
ん

の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
ふ
ん
だ
ん

に
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。

　

山や
ま

岡お
か

氏し

が
シ
ド
ニ
ー
で
駐

ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

社し
ゃ

長ち
ょ
うた
ち
と
飲の

ん
で
い
る
時と

き

の
事こ

と

で
あ
る
。
氏し

が
「
慰い

安あ
ん

婦ふ

問も
ん

題だ
い

と
は
、
事じ

実じ
つ

を
突つ

き
詰つ

め
て
、
何な

に

が
あ
っ
た
の
か
何な

に

が
な
か
っ
た
の
か
と

い
う
こ
と
を
明め

い

確か
く

に
し
て
お
か
な
い
と
、
の
ち
の
ち
禍か

根こ
ん

を
残の

こ

す
こ
と
に
な
り
ま
す
よ
」
と
言い

っ
た
ら
、
皆み

な

、
真ま

面じ

目め

な
顔か

お

を

し
て「
そ
ん
な
の
、謝

あ
や
ま
っ
て
さ
っ
さ
と
金か

ね

払は
ら
っ
て
終お

わ
り
に
し
ち
ゃ

え
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
」
と
言い

っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
世せ

界か
い

的て
き

に
名な

の
通か

よ

っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
大お

お

前ま
え

研け
ん

一い
ち

氏し

も
、
元も

と

慰い

安あ
ん

婦ふ

た
ち
は
「
日に

本ほ
ん

に
ひ
と
言こ

と

、

謝あ
や
ま
っ
て
ほ
し
い
、
そ
れ
で
韓か

ん

国こ
く

人じ
ん

は
納な

っ

得と
く

す
る
」
と
い
う
よ
う

な
事こ

と

を
述の

べ
て
い
た
。

　

駐
ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

社し
ゃ

長ち
ょ
うや
ら
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
、
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

で
仕し

事ご
と

を
し
て
い
る
人ひ

と

々び
と

が
、「
さ
っ
さ
と
金か

ね

払は
ら

っ
て
」
と
か

「
ひ
と
言こ

と

、
謝

あ
や
ま
っ
て
」
な
ど
で
問も

ん

題だ
い

が
解か

い

決け
つ

す
る
と
思お

も
っ
て
い
る

「
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

オ
ン
チ
」
ぶ
り
に
は
驚お

ど
ろか
さ
れ
る
。     

　

結け
っ

局き
ょ
く、
こ
う
い
う
人ひ

と

々び
と

は
海か

い

外が
い

と
い
っ
て
も
、
良

り
ょ
う

識し
き

の
通つ

う

じ

る
日に

っ

系け
い

企き

業ぎ
ょ
うや
現げ

ん

地ち

の
一い

ち

流り
ゅ
う

企き

業ぎ
ょ
うと
し
か
つ
き
あ
っ
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
。「
ス
ト
ラ
ス
フ
ォ
ー
ド
の
慰い

安あ
ん

婦ふ

設せ
っ

置ち

の
動う

ご

き

は
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

か
ら
の
指し

令れ
い

に
よ
り
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

主し
ゅ

導ど
う

で
韓か

ん

国こ
く

人じ
ん

の
反は

ん

日に
ち

感か
ん

情じ
ょ
うを
利り

用よ
う

し
た
運う

ん

動ど
う

で
あ
る
こ
と
は
、
疑う

た
が
う

余よ

地ち

は
な
か
っ
た
」
と
山や

ま

岡お
か

氏し

は
言い

う
。

　
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
情

じ
ょ
う

報ほ
う

戦せ
ん

に
関か

ん

し
て
は
、
思し

考こ
う

停て
い

止し

状じ
ょ
う

態た
い

に
等ひ

と

し

い
。
慰い

安あ
ん

婦ふ

像ぞ
う

設せ
っ

置ち

の
動う

ご

き
な
ど
は
、
中

ち
ゅ
う

韓か
ん

主し
ゅ

導ど
う

の
ま
さ
に

情じ
ょ
う

報ほ
う

戦せ
ん

な
の
で
あ
る
。
歴れ

き

史し

を
歪わ

い

曲き
ょ
くし
て
切き

り
取と

っ
た
情

じ
ょ
う

報ほ
う

戦せ
ん

を
仕し

掛か

け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
慰い

安あ
ん

婦ふ

問も
ん

題だ
い

の
本ほ

ん

質し
つ

と
言い

え
る
。[

１
， ｐ
２
３]

　

情
じ
ょ
う

報ほ
う

戦せ
ん

を
仕し

掛か

け
ら
れ
な
が
ら
、「
さ
っ
さ
と
金き

ん

を
は
ら
っ

て
」
と
か
「
ひ
と
言こ

と

、
謝

あ
や
ま
っ
て
」
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
「
思し

考こ
う

停て
い

止し

状じ
ょ
う

態た
い

」
に
他ほ

か

な
ら
な
い
。

　
ス
イ
ス
政せ

い

府ふ

が
国こ

く

民み
ん

に
配は

い

布ふ

し
て
い
る
『
民み

ん

間か
ん

防ぼ
う

衛え
い

』で
は
、

敵て
き

か
ら
の
侵し

ん

略り
ゃ
くに
は
次つ

ぎ

の
段だ

ん

階か
い

が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
第だ

い

１
段だ

ん

階か
い　
工こ

う

作さ
く

員い
ん

を
送お

く

り
込こ

み
、
政せ

い

府ふ

上じ
ょ
う

層そ
う

部ぶ

の
掌

し
ょ
う

握あ
く

と
洗せ

ん

脳の
う

　

第だ
い

２
段だ

ん

階か
い　

宣せ
ん

伝で
ん

。
メ
デ
ィ
ア
の
掌

し
ょ
う

握あ
く

。
大た

い

衆し
ゅ
うの
扇せ

ん

動ど
う

。

無む

意い

識し
き

の
誘ゆ

う

導ど
う

。

　
第だ

い

３
段だ

ん

階か
い　
教

き
ょ
う

育い
く

の
掌

し
ょ
う

握あ
く

。
国こ

っ

家か

意い

識し
き

の
破は

壊か
い

。

　
第だ

い

４
段だ

ん

階か
い　
抵て

い

抗こ
う

意い

識し
き

の
破は

壊か
い

。
平へ

い

和わ

や
人じ

ん

類る
い

愛あ
い

を
プ
ロ

パ
ガ
ン
ダ
と
し
て
利り

用よ
う

　
第だ

い

５
段だ

ん

階か
い　
教

き
ょ
う

育い
く

や
メ
デ
ィ
ア
を
利り

用よ
う

し
て
、
自じ

分ぶ
ん

で
考

か
ん
が

え
る
力ち

か
らを
奪う

ば

う

　
最さ

い

終し
ゅ
う

段だ
ん

階か
い　
国こ

く

民み
ん

が
無む

抵て
い

抗こ
う

で
腑ふ

抜ぬ

け
に
な
っ
た
と
き
に

大た
い

量り
ょ
う

移い

住じ
ゅ
うし
て
侵し

ん

略り
ゃ
く

完か
ん

了
り
ょ
う

　

現げ
ん

代だ
い

日に

本ほ
ん

に
お
い
て
も
、
い
ち
い
ち
思お

も

い
当あ

た
る
ふ
し
が
あ

る
。
た
と
え
ば
第だ

い

１
段だ

ん

階か
い

と
し
て
、
自じ

民み
ん

党と
う

の
中な

か

に
も
福ふ

く

田だ

元も
と

首し
ゅ

相し
ょ
うの
よ
う
に
「
南な

ん

京き
ん

大だ
い

虐ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

記き

念ね
ん

館か
ん

」
を
訪ほ

う

問も
ん

す
る
人ひ

と

も
い
る
し
、
か
つ
て
の
民み

ん

主し
ゅ

党と
う

政せ
い

権け
ん

に
至い

た

っ
て
は
、
蓮れ

ん

舫ほ
う

の
よ

う
な
国こ

く

籍せ
き

も
定さ

だ

か
で
な
い
議ぎ

員い
ん

や
帰き

化か

議ぎ

員い
ん

が
権け

ん

力り
ょ
くを
握に

ぎ
っ
て

い
た
。

　

第だ
い

２
段だ

ん

階か
い

で
も
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
民み

ん

放ぽ
う

、
新し

ん

聞ぶ
ん

の
偏へ

ん

向こ
う

報ほ
う

道ど
う

ぶ

り
は
弊へ

い

誌し

で
さ
ん
ざ
ん
取と

り
上あ

げ
て
き
た
。
第だ

い

３
段だ

ん

階か
い

で
は

日に
っ

教き
ょ
う

組そ

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
し
た
偏へ

ん

向こ
う

教き
ょ
う

育い
く

は
す
で
に
長な

が

い
歴れ

き

史し

が
あ

る
。「
従

じ
ゅ
う

軍ぐ
ん

慰い

安あ
ん

婦ふ

」
や
「
南な

ん

京き
ん

大だ
い

虐ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

」
は
平へ

い

和わ

や
人じ

ん

類る
い

愛あ
い

を
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
し
て
利り

用よ
う

す
る
第だ

い

４
段だ

ん

階か
い

で
あ
ろ
う
。

第だ
い

５
段だ

ん

階か
い

の
「
自じ

分ぶ
ん

で
考か

ん
が
え
る
力ち

か
らを
奪う

ば

う
」
の
成せ

い

果か

は
、「
さ
っ

さ
と
金か

ね

を
は
ら
っ
て
」
と
か
「
ひ
と
言こ

と

、
謝

あ
や
ま
っ
て
」
と
か
言い

う

人ひ
と

に
す
で
に
表あ

ら
われ
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
第だ

い

２
段だ

ん

階か
い

か
ら
第だ

い

５
段だ

ん

階か
い

ま
で
は
す
べ
て

情じ
ょ
う

報ほ
う

戦せ
ん

な
の
で
あ
る
。
我わ

が
国く

に

は
、
情

じ
ょ
う

報ほ
う

戦せ
ん

の
総そ

う

攻こ
う

撃げ
き

を
受う

け
て
い
る
、
と
言い

っ
て
よ
い
状

じ
ょ
う

態た
い

な
の
だ
。

１
．「
慰い

安あ
ん

婦ふ

像ぞ
う

に
よ
っ
て

         

分ぶ
ん

断だ
ん

さ
れ
た
町ま

ち

と
し
て

         

記き

憶お
く

さ
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
」

　

公こ
う

聴ち
ょ
う

会か
い

の
２
週

し
ゅ
う

間か
ん

ほ
ど
前ま

え

、
山や

ま

岡お
か

氏し

が
あ
る
ラ
ン
チ
の
席せ

き

で
、
韓か

ん

国こ
く

大た
い

使し

と
一い

っ

緒し
ょ

に
な
る
機き

会か
い

が
あ
っ
た
。
大た

い

使し

が
席せ

き

を

立た

と
う
と
し
た
時と

き

に
、山や

ま

岡お
か

氏し

は「
大た

い

使し

、大た
い

使し

」と
呼よ

び
か
け
、

「
慰い

安あ
ん

婦ふ

像ぞ
う

を
建た

て
よ
う
と
い
う
人ひ

と

た
ち
が
い
る
ら
し
い
と
聞き

い
た
の
で
、
非ひ

常じ
ょ
うに
懸け

念ね
ん

し
て
い
る
の
だ
が
」
と
言い

っ
た
。

　

韓か
ん

国こ
く

大た
い

使し

が
驚お

ど
ろい
た
顔か

お

で
「
そ
れ
は
民み

ん

間か
ん

が
や
っ
て
い
る
こ

と
で
、
政せ

い

府ふ

と
し
て
は
関か

ん

知ち

し
て
い
な
い
」
と
答こ

た

え
た
の
で
、

山や
ま

岡お
か

氏し

が
「
政せ

い

府ふ

と
し
て
関か

ん

知ち

し
て
い
な
い
の
だ
っ
た
ら
、
こ

れ
か
ら
関か

ん

知ち

し
て
や
め
る
よ
う
に
い
っ
た
ら
ど
う
で
す
？　

そ

ん
な
こ
と
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
や
っ
て
も
し
よ
う
が
な
い
で

し
ょ
う
。
迷め

い

惑わ
く

で
す
」
と
言い

う
と
、「
そ
ん
な
苦く

情じ
ょ
うを
言い

っ
て

き
た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
君き

み

が
初は

じ

め
て
だ
」
と
非ひ

常じ
ょ
うに
驚お

ど
ろい
た
。

　
つ
ま
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
た
く
さ
ん
い
る

の
に
、
誰だ

れ

も
韓か

ん

国こ
く

大た
い

使し

に
文も

ん

句く

を
言い

っ
て
い
な
い
。
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
、
み
ん
な
黙だ

ま
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
そ
う
そ
う
た
る
企き

業ぎ
ょ
うの
社し

ゃ

長ち
ょ
うた
ち
が
い
て
も
、
も
ち
ろ
ん
誰だ

れ

も
何な

に

も
言い

わ
な
い
。
日に

本ほ
ん

の
大た

い

使し

も
外が

い

交こ
う

官か
ん

も
一ひ

と

言こ
と

も
意い

見け
ん

し
て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

[

１
， ｐ
５
３]

　

敵て
き

は
情

じ
ょ
う

報ほ
う

戦せ
ん

の
攻こ

う

撃げ
き

を
次つ

ぎ

々つ
ぎ

と
仕し

掛か

け
て
き
て
い
る
の
に
、

日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
み
な
他た

人に
ん

事ご
と

だ
と
思お

も

っ
て
、
知し

ら
ん
ぷ
り
を
し
て

い
る
、
と
い
う
状

じ
ょ
う

態た
い

の
よ
う
だ
。
こ
れ
は
正た

だ

し
く
第だ

い

３
段だ

ん

階か
い

の

「
国こ

っ

家か

意い

識し
き

の
破は

壊か
い

」、
第だ

い

４
段だ

ん

階か
い

の
「
抵て

い

抗こ
う

意い

識し
き

の
破は

壊か
い

」、

第だ
い

５
段だ

ん

階か
い

の
「
自じ

分ぶ
ん

で
考か

ん
が
え
る
力ち

か
ら
を
奪う

ば

う
」
が
奏そ

う

功こ
う

し
て
い

る
と
い
う
事こ

と

で
は
な
い
か
。

　

韓か
ん

国こ
く

大た
い

使し

は
驚お

ど
ろ
き
の
あ
と
、
少す

こ

し
気き

を
と
り
な
お
し
て
、

「
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
に
『
韓か

ん

国こ
く

人じ
ん

お
断こ

と
わり
』
と
書か

い
て
あ
っ

た
事じ

件け
ん

も
あ
っ
た
じ
ゃ
な
い
か
」
と
反は

ん

論ろ
ん

し
た
。
山や

ま

岡お
か

氏し

は
す

か
さ
ず
、
こ
う
言い

い
返か

え

す
。

　
そ
れ
は
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

で
も
厳き

び

し
い
批ひ

判は
ん

を
受う

け
て
い
る
こ
と

で
、
そ
の
こ
と
自じ

体た
い

が
本ほ

ん

質し
つ

で
は
な
い
。
慰い

安あ
ん

婦ふ

像ぞ
う

を
設せ

っ

置ち

し
て
、
協

き
ょ
う

調ち
ょ
う

的て
き

に
平へ

い

和わ

に
暮く

ら
し
て
い
る
我わ

れ

々わ
れ

の
生せ

い

活か
つ

を

乱み
だ

す
権け

ん

利り

は
、
あ
な
た
た
ち
に
は
な
い
で
し
ょ
う
。[

１
， ｐ

５
５]

　

韓か
ん

国こ
く

大た
い

使し

は
、
こ
れ
に
は
本ほ

ん

当と
う

に
驚お

ど
ろい
た
顔か

お

を
し
て
い
た
。

　

山や
ま

岡お
か

氏し

の
主し

ゅ

張ち
ょ
うで
注

ち
ゅ
う

目も
く

す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
は
、「
協

き
ょ
う

調ち
ょ
う

的て
き

に

平へ
い

和わ

に
暮く

ら
し
て
い
る
我わ

れ

々わ
れ

の
生せ

い

活か
つ

を
乱み

だ

す
権け

ん

利り

は
、
あ
な

た
た
ち
に
は
な
い
」
と
い
う
点て

ん

で
あ
る
。
こ
れ
は
公こ

う

聴ち
ょ
う

会か
い

に
お

い
て
も
、「
そ
ん
な
問も

ん

題だ
い

を
ロ
ー
カ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
持も

ち

込こ

ん
だ
ら
ダ
メ
」
と
主し

ゅ

張ち
ょ
うし
た
事こ

と

に
通つ

う

ず
る
。

　

す
な
わ
ち
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

、
韓か

ん

国こ
く

系け
い

移い

民み
ん

が
提て

い

起き

し
て
い
る
慰い

安あ
ん

婦ふ

問も
ん

題だ
い

は
棚た

な

上あ

げ
に
し
て
、
ロ
ー
カ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
こ

う
い
う
問も

ん

題だ
い

を
持も

ち
込こ

ん
で
い
い
の
か
、
と
い
う
よ
う
に
議ぎ

論ろ
ん

の
土ど

俵ひ
ょ
うを
変か

え
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
。

　
こ
の
土ど

俵ひ
ょ
うで
は
慰い

安あ
ん

婦ふ

像ぞ
う

を
建た

て
よ
う
と
す
る
中

ち
ゅ
う

韓か
ん

勢せ
い

力
り
ょ
く

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎

まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少

すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

など
に記

きじ

事を紹
しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．「
中ち

ゅ
う
韓か

ん

主し
ゅ

導ど
う

の
ま
さ
に
情じ

ょ
う
報ほ

う

戦せ
ん

」

（３） ２０１８年第５０８８号 	 ９月	２２日	（土曜日）

山や
ま

岡お
か

鉄て
つ

秀ひ
で

『
日に

本ほ
ん

よ
、
情じ

ょ
う

報ほ
う

戦せ
ん

は
こ
う
戦た

た
か

え
！
』、
扶ふ

桑そ
う

社し
ゃ

、
Ｈ
３
０

は
、
ロ
ー
カ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
不ふ

和わ

を
持も

ち
込こ

も
う
と
す

る
悪あ

く

役や
く

と
な
る
。
ま
た
、
地じ

元も
と

の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人じ

ん

や
、

中ち
ゅ
う

韓か
ん

以い

外が
い

の
外が

い

国こ
く

人じ
ん

も
味み

方か
た

に
つ
け
ら
れ
る
。

　

国こ
く

民み
ん

が
仲な

か

良よ

く
平へ

い

和わ

に
暮く

ら
し
て
い
る
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

で
は
、

慰い

安あ
ん

婦ふ

問も
ん

題だ
い

の
よ
う
な
対た

い

立り
つ

が
あ
る
と
、「
さ
っ
さ
と
金か

ね

を
は

ら
っ
て
」
と
か
「
ひ
と
言こ

と

、
謝

あ
や
ま
っ
て
」
と
か
、
な
る
べ
く
早は

や

く

対た
い

立り
つ

を
解か

い

消し
ょ
うし
よ
う
と
す
る
が
、
そ
れ
で
は
相あ

い

手て

の
思お

も

う
壺つ

ぼ

で
あ
る
。
情

じ
ょ
う

報ほ
う

戦せ
ん

を
仕し

掛か

け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
危き

機き

意い

識し
き

を

持も

っ
て
、
そ
の
情

じ
ょ
う

報ほ
う

戦せ
ん

に
い
か
に
勝か

つ
か
を
、
考か

ん
が
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

そ
の
た
め
の
一ひ

とつ
の
戦せ

ん

術じ
ゅ
つが
、こ
の「
議ぎ

論ろ
ん

の
土ど

俵ひ
ょ
うを
変か

え
る
」

と
い
う
手し

ゅ

段だ
ん

な
の
で
あ
る
。

　

議ぎ

論ろ
ん

に
勝か

つ
た
め
に
、
ど
う
土ど

俵ひ
ょ
うを
変か

え
る
の
か
。
相あ

い

手て

の

得と
く

意い

な
戦た

た
かい
方か

た

を
良よ

く
知し

っ
て
、
そ
れ
を
発は

っ

揮き

さ
せ
な
い
よ
う

に
土ど

俵ひ
ょ
うを
変か

え
れ
ば
良よ

い
。
こ
の
点て

ん

で
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

、
韓か

ん

国こ
く

の
戦た

た
かい

方か
た

は
世せ

界か
い

で
も
特と

く

異い

な
も
の
で
あ
る
。

　

山や
ま

岡お
か

氏し

は
立り

つ

命め
い

館か
ん

大だ
い

学が
く

の
北き

た

村む
ら

稔と
し

明あ
き

・
名め

い

誉よ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

か
ら
教お

そ

わ
っ
た
「
誣ぶ

告こ
く

」
と
い
う
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

の
伝で

ん

統と
う

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
て
い
る
。

こ
れ
は
「
虚き

ょ

偽ぎ

の
事じ

実じ
つ

で
相あ

い

手て

を
貶お

と
し
め
る
」
と
い
う
や
り
方か

た

で

あ
る
。「
南な

ん

京き
ん

大だ
い

虐ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

」
は
こ
の
一い

ち

例れ
い

で
あ
る
。「
従

じ
ゅ
う

軍ぐ
ん

慰い

安あ
ん

婦ふ

」
は
こ
の
伝で

ん

統と
う

が
韓か

ん

国こ
く

に
伝つ

た

わ
っ
た
結け

っ

果か

だ
ろ
う
。

　

韓か
ん

国こ
く

で
偽ぎ

証し
ょ
う

罪ざ
い

が
多お

お

い
の
は
、
こ
の
誣ぶ

告こ
く

の
伝で

ん

統と
う

の
現あ

ら
わ
れ

だ
と
思お

も

わ
れ
る
。
韓か

ん

国こ
く

で
２
０
１
０
年ね

ん

に
偽ぎ

証し
ょ
う

罪ざ
い

で
起き

訴そ

さ

れ
た
人ひ

と

は
日に

本ほ
ん

の
６
６
倍ば

い

、
日に

本ほ
ん

の
人じ

ん

口こ
う

が
韓か

ん

国こ
く

よ
り
２
．

５
倍ば

い

多お
お

い
こ
と
を
勘か

ん

案あ
ん

す
れ
ば
１
６
５
倍ば

い

に
達た

っ

す
る
。
こ
れ
は

も
は
や
文ぶ

ん

化か

の
違ち

が

い
と
し
か
言い

い
よ
う
が
な
い
。[

ａ]

　

誣ぶ

告こ
く

の
伝で

ん

統と
う

を
知し

っ
て
い
れ
ば
、「
さ
っ
さ
と
金か

ね

を
は
ら
っ
て
」

と
か
「
ひ
と
言こ

と

、
謝

あ
や
ま
っ
て
」
な
ど
と
い
う
反は

ん

応の
う

は
、
相あ

い

手て

の
思お

も

う
壺つ

ぼ

で
あ
る
事こ

と

が
見み

抜ぬ

け
る
は
ず
だ
。

　

逆ぎ
ゃ
くに
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

、
韓か

ん

国こ
く

人じ
ん

は
誣ぶ

告こ
く

、
偽ぎ

証し
ょ
うが
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

の

標ひ
ょ
う

準じ
ゅ
んか
ら
見み

れ
ば
、ど
れ
ほ
ど
信し

ん

用よ
う

を
落お

と
す
も
の
か
分わ

か
っ

て
い
な
い
。
議ぎ

論ろ
ん

の
土ど

俵ひ
ょ
うを
変か

え
て
、
そ
の
主し

ゅ

張ち
ょ
うが
意い

図と

的て
き

な

偽ぎ

証し
ょ
うで
あ
る
こ
と
を
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

の
前ま

え

で
明あ

き

ら
か
に
す
る
の
が
良よ

い
戦せ

ん

術じ
ゅ
つな
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
で
き
れ
ば
、「
慰い

安あ
ん

婦ふ

」
像ぞ

う

は

彼か
れ

ら
の
「
誣ぶ

告こ
く

の
記き

念ね
ん

碑ひ

」
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　

彼か
れ

ら
の
誣ぶ

告こ
く

を
逆さ

か

手て

に
と
っ
て
、「
慰い

安あ
ん

婦ふ

」
問も

ん

題だ
い

そ
の
も

の
の
土ど

俵ひ
ょ
うを
変か

え
て
し
ま
う
戦せ

ん

術じ
ゅ
つを
、
山や

ま

岡お
か

氏し

は
紹

し
ょ
う

介か
い

し
て
い

る
。
そ
れ
は
「
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

慰い

安あ
ん

婦ふ

へ
の
同ど

う

情じ
ょ
う」
を
ベ
ー
ス
に
し
た

訴う
っ
たえ
方か

た

で
あ
る
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
昔む

か
しか
ら
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

で
は
女じ

ょ

性せ
い

の
権け

ん

利り

は
な
い
が

し
ろ
に
さ
れ
て
お
り
、
宗そ

う

主し
ゅ

国こ
く

・
中

ち
ゅ
う

国ご
く
へ
の
貢み

つ

ぎ
物も

の

と
し
て
差さ

し
出だ

さ
れ
て
い
た
。
日に

本ほ
ん

統と
う

治ち

時じ

代だ
い

に
公こ

う

娼し
ょ
う

制せ
い

度ど

が
導ど

う

入に
ゅ
うさ

れ
、
売ば

い

春し
ゅ
んそ
の
も
の
は
禁き

ん

止し

で
き
な
か
っ
た
が
、
法ほ

う

律り
つ

に
よ
っ

て
女じ

ょ

性せ
い

の
権け

ん

利り

が
最さ

い

低て
い

限げ
ん

守ま
も

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。し
か
し
、

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

ブ
ロ
ー
カ
ー
が
女じ

ょ

性せ
い

を
欺ぎ

し
、
誘ゆ

う

拐か
い

し
た
罪つ

み

で
日に

本ほ
ん

の
警け

い

察さ
つ

に
逮た

い

捕ほ

さ
れ
た
膨ぼ

う

大だ
い

な
記き

録ろ
く

が
残の

こ
っ
て
い
る
。

２
０
１
３
０
９
／
ａ
ｒ
ｔ
ｉ

ｃ
ｌ
ｅ
＿
１
０
．
ｈ
ｔ
ｍ
ｌ

ｂ
． 

「
サ
ム
ラ
イ
た
ち
の
広こ

う

報ほ
う

外が
い

交こ
う

－
米べ

い

国こ
く

メ
デ
ィ
ア
に

お
け
る
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

」、
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

『
世せ

界か
い

が
称

し
ょ
う

賛さ
ん

す
る 

国こ
く

際さ
い

派は

日に

本ほ
ん

人じ
ん

』、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

、

Ｈ
２
８

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

１
． 

山や
ま

岡お
か

鉄て
つ

秀ひ
で

『
日に

本ほ
ん

よ
、

情じ
ょ
う

報ほ
う

戦せ
ん

は
こ
う
戦た

た
か

え
！
』、

扶ふ

桑そ
う

社し
ゃ

、
Ｈ
３
０

　

も
し
も
韓か

ん

国こ
く

人じ
ん

が
本ほ

ん

当と
う

に
女じ

ょ

性せ
い

の
人じ

ん

権け
ん

を
憂ゆ

う

慮り
ょ

し
て
い
る

な
ら
、
現げ

ん

在ざ
い

、
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うで
売ば

い

春し
ゅ
ん

業ぎ
ょ
うか
ら
抜ぬ

け
ら
れ
な
い
何な

ん

万ま
ん

人に
ん

も
の
韓か

ん

国こ
く

人じ
ん

女じ
ょ

性せ
い

の
救

き
ゅ
う

済さ
い

に
奔ほ

ん

走そ
う

す
べ
き
で
あ
る
。こ
れ
ら
、

現げ
ん

代だ
い

の
人じ

ん

身し
ん

売ば
い

買ば
い

の
被ひ

害が
い

者し
ゃ

た
ち
は
、
１
０
０
年ね

ん

以い

上じ
ょ
う

前ま
え

に

日に
っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

が
取と

り
締し

ま
っ
て
い
た
の
と
、
ま
さ
に
同お

な

じ
よ
う
な

極ご
く

悪あ
く

ブ
ロ
ー
カ
ー
た
ち
に
よ
っ
て
苦く

る

し
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

　

海か
い

外が
い

で
売ば

い

春し
ゅ
んす
る
韓か

ん

国こ
く

人じ
ん

女じ
ょ

性せ
い

は
１
０
万ま

ん

人に
ん

に
達た

っ

す
る
と

み
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
問も

ん

題だ
い

と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
う
ち
５
万ま

ん

人に
ん

は
日に

本ほ
ん

で
働は

た
らい
て
い
る
と
い
う
か
ら
、

日に
っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

も
両

り
ょ
う

国こ
く

と
組く

ん
で
、
女じ

ょ

性せ
い

の
人じ

ん

権け
ん

を
護ま

も

れ
、
と
韓か

ん

国こ
く

政せ
い

府ふ

に
抗こ

う

議ぎ

す
る
事こ

と

が
で
き
よ
う
。

　

山や
ま

岡お
か

氏し

の
現げ

ん

地ち

の
人ひ

と

々び
と

を
巻ま

き
込こ

ん
で
「
協

き
ょ
う

調ち
ょ
う

的て
き

に
平へ

い

和わ

に
暮く

ら
し
て
い
る
我わ

れ

々わ
れ

の
生せ

い

活か
つ

を
乱み

だ

す
権け

ん

利り

は
、
あ
な
た
た
ち

に
は
な
い
」
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
と
、「
慰い

安あ
ん

婦ふ

」
問も

ん

題だ
い

で
現げ

ん

在ざ
い

の
韓か

ん

国こ
く

人じ
ん

女じ
ょ

性せ
い

の
権け

ん

利り

を
護ま

も

れ
、と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
、

二ふ
た

つ
の
共

き
ょ
う

通つ
う

点て
ん

が
あ
る
。

　

第だ
い

一い
ちは
、
ア
メ
リ
カ
人じ

ん

や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人じ

ん

な
ど
第だ

い

三さ
ん

者し
ゃ

も
巻ま

き
込こ

ん
で
、
国こ

く

際さ
い

常じ
ょ
う

識し
き

の
下し

た

で
の
問も

ん

題だ
い

提て
い

起き

を
す
る
、

と
い
う
点て

ん

で
あ
る
。
そ
も
そ
も
平へ

い

気き

で
「
嘘う

そ

」
を
つ
く
中

ち
ゅ
う

韓か
ん

と

１
対た

い

１
で
交こ

う

渉し
ょ
うし
て
も
、
モ
ン
ス
タ
ー
隣り

ん

人じ
ん

と
話は

な

し
合あ

う
よ

う
な
も
の
で
、
ま
と
も
な
議ぎ

論ろ
ん

は
で
き
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、

第だ
い

三さ
ん

者し
ゃ

を
巻ま

き
込こ

み
、
国こ

く

際さ
い

常じ
ょ
う

識し
き

に
沿そ

っ
た
議ぎ

論ろ
ん

を
す
べ
き

な
の
だ
。

５
．「
議ぎ

論ろ
ん

の
土ど

俵ひ
ょ
う

を
変か

え
る
」

６
．
中ち

ゅ
う

韓か
ん

の
誣ぶ

告こ
く

と
い
う
伝で

ん

統と
う

山や
ま

岡お
か

鉄て
つ

秀ひ
で

『
日に

本ほ
ん

よ
、
情じ

ょ
う

報ほ
う

戦せ
ん

は
こ
う
戦た

た
か

え
』
よ
り

３
．
我わ

が
国く

に

は
、

　
　

 

情じ
ょ
う

報ほ
う

戦せ
ん

の
総そ

う

攻こ
う

撃げ
き

を
受う

け
て
い
る

４
．「
誰だ

れ

も
韓か

ん

国こ
く

大た
い

使し

に

         

文も
ん

句く

を
言い

っ
て
い
な
い
」

７
．
韓か

ん

国こ
く

政せ
い

府ふ

に

       「
女じ

ょ

性せ
い

の
人じ

ん

権け
ん

を
護ま

も

れ
」
と

        

抗こ
う

議ぎ

す
る

８
．
問も

ん

題だ
い

は
事こ

と

な
か
れ
主し

ゅ

義ぎ

を

         

許ゆ
る

し
て
い
る
国こ

く

民み
ん

の
姿し

勢せ
い

　

第だ
い

二に

は
、「
ロ
ー
カ
ル
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
協

き
ょ
う

調ち
ょ
う

的て
き

に

平へ
い

和わ

に
暮く

ら
す
べ
き
」
と
か
、

「
若わ

か

い
女じ

ょ

性せ
い

を
売ば

い

春し
ゅ
ん

婦ふ

と
し

て
輸ゆ

出し
ゅ
つす
る
よ
う
な
こ
と
は

す
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
主し

ゅ

張ち
ょ
うは
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
真ま

心ご
こ
ろか
ら

出で

て
く
る
も
の
で
、
こ
う
い
う

「
真し

ん

実じ
つ

」
と
「
真ま

心ご
こ
ろ」
の
訴

う
っ
た

え
は
、
中

ち
ゅ
う

韓か
ん

の
「
嘘う

そ

」
に
基も

と

づ
く
誣ぶ

告こ
く

な
ど
よ
り
も
、
は

る
か
に
世せ

界か
い

の
国く

に

々ぐ
に

の
支し

持じ

を
集あ

つ

め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
「
慰い

安あ
ん

婦ふ

」

で
も
「
南な

ん

京き
ん

大だ
い

虐ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

」
で
も
、

誣ぶ

告こ
く

に
勝か

つ
情

じ
ょ
う

報ほ
う

戦せ
ん

略り
ゃ
くは
い

く
ら
で
も
あ
る
。
一い

ち

民み
ん

間か
ん

人じ
ん

の
山や

ま

岡お
か

氏し

で
も
こ
れ
だ
け
戦

た
た
か

え
る
の
だ
か
ら
、
外が

い

務む

省し
ょ
うが

真し
ん

剣け
ん

に
立た

ち
上あ

が
れ
ば
、
い

く
ら
で
も
反は

ん

撃げ
き

で
き
る
は
ず

だ
。

　

問も
ん

題だ
い

は
外が

い

務む

省し
ょ
うの
事こ

と

な
か

れ
主し

ゅ

義ぎ

で
あ
り
、
そ
れ
を
許ゆ

る

し
て
い
る
の
が
、国こ

く

民み
ん

の「
さ
っ

さ
と
金き

ん

を
は
ら
っ
て
」
と
か

「
ひ
と
言こ

と

、
謝

あ
や
ま

っ
て
」
な
ど

の
事こ

と

な
か
れ
主し

ゅ

義ぎ

な
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
す
で
に
我わ

れ

々わ
れ

が
情

じ
ょ
う

報ほ
う

戦せ
ん

の
第だ

い

３
段だ

ん

階か
い

「
国こ

っ

家か

意い

識し
き

の
破は

壊か
い

」、
第だ

い

４
段だ

ん

階か
い

の
「
抵て

い

抗こ
う

意い

識し
き

の
破は

壊か
い

」、
第だ

い

５
段だ

ん

階か
い

の
「
自じ

分ぶ
ん

で
考か

ん
が
え
る
力ち

か
ら
を
奪う

ば

う
」
に
相そ

う

当と
う

や
ら
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。

　

ま
ず
は
我わ

れ

々わ
れ

自じ

身し
ん

が
、
こ
れ
は
国く

に

の
未み

来ら
い

を
、
我わ

れ

々わ
れ

の
子し

孫そ
ん

の
幸こ

う

福ふ
く

を
脅お

び
や
か
し
て
い
る
情

じ
ょ
う

報ほ
う

戦せ
ん

だ
と
い
う
こ
と
を
認に

ん

識し
き

し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

                                             （
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

ａ
． 

Ｊ
Ｏ
Ｇ(

８
１
５) 

隣と
な
りの
国く

に

は
モ
ン
ス
タ
ー
！
？ 

～ 

『
悪あ

く

韓か
ん

論ろ
ん

』
か
ら　

デ
ー
タ
で
明あ

か
さ
れ
た
韓か

ん

国こ
く

社し
ゃ

会か
い

の
異い

様よ
う

な
実じ

っ

態た
い

。

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｂ
ｌ
ｏ
ｇ
．
ｊ
ｏ
ｇ
－
ｎ
ｅ
ｔ
．
ｊ
ｐ
／



12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12

12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12



（５） ２０１８年第５０８８号 	 ９月	２２日	（土曜日）

Premiê do Japão é reeleito presidente 
do principal partido da coalizão 
governista do país

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Política (20/09/18)

O primeiro-ministro do 
Japão, Shinzo Abe, foi re-
eleito presidente do Parti-
do Liberal Democrático 
(PLD), a principal sigla 
da coalizão governista do 
país. A reeleição deve co-
locá-lo no caminho para se 
tornar o premiê com mais 
longa duração no cargo no 
Japão.
Na disputa por 810 votos, 
Abe obteve 553, ao passo 

que Shigeru Ishiba, um 
experiente legislador do 
PLD, ficou com 254.
Após o resultado, Shinzo 
Abe conversou com legis-
ladores da sigla. Ele disse: 
“Enquanto lido com to-
das as questões da era do 
pós-guerra, vou solidificar 
a paz e estabilidade nes-
te país. Além disso, estou 
determinado a trabalhar 
arduamente para emendar 

a Constituição. Também 
quero encarar o desafio de 
criar um novo Japão. Jun-
tamente com pessoas que 
compartilham do mesmo 
pensamento, vou me es-
forçar ao máximo para le-
gar às próximas gerações 
um país repleto de espe-
rança e orgulho”.
Abe conquistou o apoio 
de mais de 80% dos legis-
ladores do Partido Liberal 

Democrático e de cerca de 
55% dos membros da sigla 
em todo o país que não são 
legisladores.
Ishiba, por sua vez, acir-
rou a disputa, obtendo em 
torno de 45% dos votos da 
base do PLD. Ele pregou 
a restauração da confiança 
pública na política, fazen-
do menção a escândalos 
de favoritismo enfrentados 
pelo primeiro-ministro.

Como lidar com desastres simultâneos
Comentário (18/09/18)

Faz quase duas semanas 
que um forte terremoto 
atingiu a ilha de Hokkai-
do, no norte do Japão. 
Muitos especialistas ob-
servaram que as fortes 
chuvas trazidas por um 
tufão um dia antes agra-
varam os estragos feitos 
pelos deslizamentos de 
terra causados pelo terre-
moto. Alguns acadêmicos 
dizem que o arquipélago 
japonês entrou na era dos 
desastres múltiplos.
Hoje, para o Comentá-
rio, conversamos com 
Hiroshi Matsumoto, da 
NHK, sobre o que pode-
mos fazer para minimizar 
os estragos provocados 
por desastres naturais 
quase simultâneos.
Matsumoto diz: “Lidar 
com um desastre não é 
uma tarefa fácil, mas lidar 
com desastres sucessivos 
é um desafio bem difícil. 
Contudo, pesquisas estão 
sendo realizadas sobre 
como minimizar os es-
tragos resultantes de tal 

fenômeno.
Uma equipe de pesquisa-
dores de uma universida-
de está tentando identifi-
car o mecanismo de um 
terremoto que provoca o 
rompimento de barreiras 
causando inundações. 
Através de uma experi-
ência a equipe descobriu 
que, depois de serem 
abaladas por terremotos, 
barreiras podem romper 
com menos da metade da 
quantidade de água. Os 
pesquisadores estão ten-
tando criar barreiras que 
possam resistir a fortes 
terremotos e obter dados 
que possam prever cor-
retamente a extensão do 
possível estrago causado 
a barreiras que já existem.
Enquanto isso, um grupo 
de estudos do governo 
está realizando repetidas 
simulações para desco-
brir como minimizar o 
estrago no caso da ocor-
rência sucessiva de um 
terremoto e inundações.
O grupo descobriu que a 

Impacto da cúpula 
intercoreana sobre o diálogo 
Washington—Pyongyang

Comentário (20/09/2018)

Consta da declaração 
conjunta do presidente 
da Coreia do Sul, Moon 
Jae-in, e do líder supremo 
da Coreia do Norte, Kim 
Jong Un, o compromisso 
de esforçar-se pela desnu-
clearização da península 
coreana. Neste Comentá-
rio, o correspondente da 
NHK Takatoshi Shiozaki 
fala do impacto que o 
compromisso terá sobre 
as negociações de desnu-
clearização entre Pyon-
gyang e Washington.
“Na declaração, a Coreia 
do Norte aceita desativar 
em caráter permanente, na 
presença de inspetores in-
ternacionais, o complexo 
de testes de propulsores 
de mísseis e a plataforma 
de lançamento em Tong-
chang-ri. O país também 
manifesta disposição de 
demolir o complexo nu-
clear de Nyongbyon, com 
a condição de que os Esta-
dos Unidos tomem medi-
das recíprocas.
Para o início do proces-
so de desnuclearização, 
Pyongyang impõe várias 
condições, inclusive o 
encerramento oficial da 
Guerra da Coreia. No en-
tanto, Washington exige 
que Pyongyang tome me-
didas essenciais, como a 
revelação de todos os seus 
armamentos e instalações 
nucleares. A declaração 
intercoreana de quarta-
feira cita vários locais e 
instalações, como Nyon-
gbyon e Tongchang-ri. 
São nomes que não cons-
tavam das declarações fir-
madas na cúpula interco-
reana realizada em abril e 

nas negociações de junho 
entre Donald Trump e 
Kim Jong Un. Nesse sen-
tido, cabe dizer que houve 
avanço, com certeza.
Convém notar, porém, que 
os dois complexos citados 
na declaração de quarta-
feira não constam de uma 
lista de instalações nucle-
ares das quais os Estados 
Unidos exigem esclare-
cimentos. É de suma im-
portância verificar de que 
modo Washington encara 
este ponto.
Quarta-feira, a jornalistas 
na Casa Branca, Trump 
disse saudar o gesto da 
Coreia do Norte. O pre-
sidente americano tem 
sido alvo de críticas pela 
falta de progresso nas 
negociações para desnu-
clearização. Acredito que 
ele esteja ávido por atrair 
votos dos eleitores para o 
seu feito antes da eleição 
de meio de mandato, em 
novembro.
O presidente da Coreia 
do Sul, Moon Jae-in, tem 
programada para a pró-
xima semana viagem aos 
Estados Unidos, onde re-
latará pessoalmente a Do-
nald Trump as trocas que 
estabeleceu com o líder 
supremo norte-coreano na 
cúpula de quarta-feira.
Especula-se que Moon 
leve a Trump uma mensa-
gem de Kim que não teria 
sido incluída na declara-
ção conjunta. Convém dar 
atenção ao tipo de medida 
que os Estados Unidos 
vão tomar agora, inclusi-
ve a possibilidade de que 
tenham uma segunda reu-
nião de cúpula com a Co-
reia do Norte.”

estimativa de mortes qua-
se dobra se os dois desas-
tres acontecerem no mes-
mo dia, em comparação 
com um intervalo de cin-
co dias entre os mesmos. 
Foi constatado também 
que o número de mortes 
pode subir se inunda-
ções acontecerem depois 
de alguma reconstrução 
de infraestrutura ter sido 
realizada. Isto acontece 
porque, neste caso, mais 
pessoas podem ter volta-
do para casa.
Os governos central e 
regionais deverão utili-
zar os resultados de tais 
estudos para a realização 
de planejamento e simu-
lações com o objetivo de 
minimizar os estragos no 
caso de um desastre.
No dia dois de setem-
bro, o governo provincial 
de Kyoto realizou uma 
simulação de desastre 
pressupondo a ocorrência 
simultânea de uma inun-
dação e de um enorme 
terremoto. O número de 

governos regionais que 
realizam tais exercícios 
vem aumentando desde o 
enorme terremoto e tsu-
nami que atingiram o nor-
deste do Japão em 2011. 
Além disso, algumas au-
toridades incorporaram 
medidas para ocorrências 
simultâneas em seus pla-
nos de mitigação de de-
sastres.
O governo central, no en-
tanto, ainda não fez pla-
nos para a ocorrência si-
multânea ou sucessiva de 
desastres naturais, embo-
ra tenha feito uma compi-
lação de diretrizes básicas 
para o evento de desastres 
múltiplos em instalações 
nucleares.
Acho que os desastres se-
riais em Hokkaido e ou-
tros locais mostram que é 
preciso expandir os atuais 
planos de prevenção de 
desastres e construir um 
sistema para lidar com 
catástrofes de grandes 
proporções.”

Japão considera enviar Forças de Autodefesa para 
atividade multinacional de monitoramento no Sinai

ONU  (18/09/18)

O governo japonês está 
considerando enviar di-
versos membros de alto 
escalão da Força Terrestre 
de Autodefesa para a sede 
de uma força multinacio-
nal que monitora o cessar-
fogo entre egípcios e isra-
elenses na Península do 
Sinai, no leste do Egito.
O envio seria a primeira 
atividade de cooperação 
para paz e segurança das 

Forças de Autodefesa sob 
a nova legislação de segu-
rança nacional aprovada 
pelo Parlamento três anos 
atrás.
A nova legislação permite 
que as Forças de Autode-
fesa se juntem a ativida-
des de manutenção da paz 
que não sejam da ONU, 
cumpridos determinados 
requisitos.
O grupo Força Multina-

cional e Observadores 
tem responsabilidades de 
manutenção da paz no 
Sinai na fronteira com Is-
rael. Entre os países que 
participam estão EUA e 
Itália.
O Ministério da Defesa do 
Japão já está coletando in-
formações no local. O go-
verno vai decidir se envia 
o pessoal das Forças de 
Autodefesa com base nos 

pedidos da força multina-
cional e análises da situa-
ção de segurança no local.
O ministro da Defesa, It-
sunori Onodera, disse a 
repórteres na terça-feira 
que o governo está bus-
cando informações sobre 
cooperação internacional 
para paz continuamente, 
e que levando em consi-
deração várias questões, o 
Japão vai fazer o que pu-
der para contribuir.

Chanceleres de Japão e Rússia devem se 
encontrar na próxima semana

Diplomacia (20/09/18)

O ministro dos Negócios 
Estrangeiros do Japão, 
Taro Kono, planeja se en-
contrar com seu colega da 
Rússia, Sergei Lavrov, na 
próxima semana.
A reunião pode ocorrer 
paralelamente à Assem-
bleia-Geral das Nações 

Unidas, em Nova York.
O presidente russo Vladi-
mir Putin havia sugerido 
neste mês que os dois pa-
íses assinassem um trata-
do de paz sem nenhuma 
condição prévia até o final 
do ano. Em resposta, o 
primeiro-ministro japonês 

Shinzo Abe transmitiu a 
posição de seu país de que 
vai concluir um tratado de 
paz depois que a questão 
dos Territórios do Norte 
for resolvida.
A Rússia controla as qua-
tro ilhas, ao passo que 
o Japão as reivindica. O 

governo japonês sustenta 
que elas são parte inerente 
do território do país. Diz 
que as ilhas foram ocu-
padas ilegalmente após a 
Segunda Guerra Mundial.
Em sua esperada reunião 
com Lavrov, Kono visa 
apurar o que existe por 
trás das declarações de 
Putin no tocante às ilhas.
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者し
ゃ

は
サ
ル
キ
ス
・
セ
ル
ジ
オ
・

カ
ロ
ウ
ス
チ
ャ
ン
さ
ん
。
マ
ッ

ケ
ン
ジ
ー
大だ

い

学が
く

の
都と

市し

建け
ん

築ち
く

科か

で
学ま

な

ん
だ
ほ
か
、
文も

ん

部ぶ

省
し
ょ
う

と
亀か

め

岡お
か

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

の
制せ

い

度ど

で
京

き
ょ
う

都と

大だ
い

学が
く

に
も
留

り
ゅ
う

学が
く

し
、
日に

本ほ
ん

の
現げ

ん

代だ
い

建け
ん

築ち
く

に

つ
い
て
研け

ん

究き
ゅ
う

し
た
。
現げ

ん

在ざ
い

は

ア
ニ
ェ
ン
ビ
ー
・
モ
ル
ン
ビ
大だ

い

学が
く

都と

市し

建け
ん

築ち
く

科か

の
教

き
ょ
う

授じ
ゅ

と
し

て
活か

つ

躍や
く

し
て
い
る
。
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

　中
ちゅう

南
な ん

米
べ い

最
さ い

大
だ い

で、世
せ

界
か い

第
だ い

二
に

の規
き

模
ぼ

を誇
ほ こ

るといわれる国
こ く

際
さ い

美
び

容
よ う

見
み

本
ほ ん

市
い ち

「第
だ い

１４回
か い

ビューティー・フェアー」が、今
こ ん

月
げ つ

８日
か

から１１日
に ち

の
４日

か

間
か ん

、市
し

内
な い

エキスポセンターノルテで開
か い

催
さ い

された。美
び

容
よ う

品
ひ ん

販
は ん

売
ば い

業
ぎょう

大
お お

手
て

の池
い け

崎
ざ き

商
しょう

会
か い

が主
し ゅ

催
さ い

。今
こ

年
と し

は、全
ぜ ん

国
こ く

工
こ う

業
ぎょう

連
れ ん

盟
め い

の協
きょう

力
りょく

により国
こ く

外
が い

から１２社
し ゃ

の購
こ う

買
ば い

担
た ん

当
と う

者
し ゃ

が招
しょう

聘
へ い

されるなど、経
け い

済
ざ い

不
ふ

況
きょう

化
か

におい
て国

こ く

際
さ い

化
か

を通
つ う

じた美
び

容
よ う

業
ぎょう

界
か い

の更
さ ら

なる活
か っ

性
せ い

化
か

を打
う

ち出
だ

した。

会か
い

の
日に

本ほ
ん

庭て
い

園え
ん

に
も
新あ

た
ら

し
い

発は
っ

見け
ん

が
あ
る
か
も
？　

問と

い

合あ

わ
せ
は
同ど

う

セ
ン
タ
ー（
１
１ 

・
３
０
３
１
・５
５
５
０
）
ま

で
。

　
　
　
　
　

◎

　
『
ジ
ャ
ポ
ネ
ス
・
ダ
・
フ
ェ

デ
ラ
ウ
』（
連れ

ん

邦ぽ
う

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

）

の
イ
シ
イ
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
氏し

が

７
月が

つ

に
『O

 carcereiro

（
看か

ん

守し
ゅ

）
―
連れ

ん

邦ぽ
う

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

　

８
万ま

ん

２
千せ

ん

平へ
い

米べ
い

の
会か

い

場
じ
ょ
う

に
は
、
延の

べ
５
０
０
以い

上
じ
ょ
う

の
展て

ん

示じ

場じ
ょ
う
が
設せ

っ

置ち

さ
れ
、

２
千せ

ん

以い

上じ
ょ
う
の
化け

粧し
ょ
う、
美び

容よ
う

品ひ
ん

メ
ー
カ
ー
が
出

し
ゅ
っ

品ぴ
ん

し

た
。
４
日か

間か
ん

で
、
商

し
ょ
う

談だ
ん

額が
く

は

６
億お

く

６
０
０
０
万ま

ん

レ
ア
ル
近ち

か

く
に
上の

ぼ

る
見み

込こ

み
。
中

ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

で
は
最さ

い

大だ
い

、
世せ

界か
い

で
も
屈く

っ

指し

の
規き

模ぼ

だ
。

　

そ
の
他ほ

か

、
開か

い

催さ
い

期き

間か
ん

中ち
ゅ
うに

は
、
美び

容よ
う

に
関か

ん

連れ
ん

し
た
講こ

う

演え
ん

、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
１
０
０
件け

ん

近ち
か

く
が
併へ

い

催さ
い

さ
れ
、
来ら

い

場じ
ょ
う

客き
ゃ
く

数す
う

は
昨さ

く

年ね
ん

を
上う

わ

回ま
わ

る
１
７
万ま

ん

人に
ん

に
上の

ぼ

る

と
見み

ら
れ
て
い
る
。

　

８
日か

、
開か

い

会か
い

式し
き

で
挨あ

い

拶さ
つ

し
た
池い

け

崎ざ
き

博ひ
ろ

文ふ
み

名め
い

誉よ

会か
い

長
ち
ょ
う

は
「
当と

う

地ち

の
美び

容よ
う

市し

場じ
ょ
うに
お

い
て
半は

ん

世せ
い

紀き

に
及お

よ

ん
で
事じ

業
ぎ
ょ
う

を
行お

こ

な
い
、
こ
の
間か

ん

、
様さ

ま

々ざ
ま

な
政せ

い

治じ

経け
い

済ざ
い

的て
き

な
変へ

ん

動ど
う

を
経け

い

験け
ん

し
て
き
た
。
だ
が
、
勤き

ん

労ろ
う

、
熱ね

つ

意い

、
勇ゆ

う

気き

を
以も

っ
て
、

今き
ょ
う日
ま
で
や
っ
て
く
る
こ
と
が

出で

来き

た
」
と
振ふ

り

返か
え
っ
た
。

　

そ
の
上う

え

で
「
ブ
ラ
ジ
ル
は

困こ
ん

難な
ん

に
直

ち
ょ
く

面め
ん

し
て
お
り
、
そ

の
危き

機き

の
影え

い

響き
ょ
うで
当と

う

業ぎ
ょ
う

界か
い

も

苦く

戦せ
ん

し
て
い
る
。
経け

い

営え
い

者し
ゃ

は

落ら
く

胆た
ん

し
、
後こ

う

退た
い

す
る
の
で
は

な
く
、
今い

ま

こ
そ
商

し
ょ
う

機き

を
生う

み

出だ

し
、
自み

ず
か
ら
解か

い

決け
つ

策さ
く

を
求も

と

め

る
時と

き

だ
」
と
強

き
ょ
う

調ち
ょ
うし
た
。
当と

う

地ち

の
美び

容よ
う

市し

場じ
ょ
うの
規き

模ぼ

は
、

日に
ち

米べ
い

中ち
ゅ
うに
次つ

ぐ
第だ

い

４
位い

。「
こ

の
危き

機き

的て
き

状じ
ょ
う

況き
ょ
うに
お
い
て
、

当と
う

地ち

の
美び

容よ
う

市し

場じ
ょ
うを
さ
ら
に

発は
っ

展て
ん

さ
せ
る
た
め
、
我

わ
れ
わ
れ

々
の

力ち
か
らを
と
も
に
結け

っ

集し
ゅ
うさ
せ
る
べ

き
」
と
訴う

っ
たえ
た
。

　

ま
た
、
同ど

う

フ
ェ
ア
ー
の
セ
ザ

ー
ル
・
ツ
ク
ダ
実じ

っ

行こ
う

委い

員い
ん

長
ち
ょ
う

は
「
我わ

れ
わ
れ々

が
美び

容よ
う

市い
ち

に
取と

り

込こ

み
、
ま
す
ま
す
確か

く

信し
ん

し
て

い
る
の
は
、
こ
の
市い

ち

の
国こ

く

際さ
い

化か

で
あ
る
」
と
話は

な

し
、
こ
の
フ
ェ

ア
ー
を
通つ

う

じ
て
国こ

く

内な
い

化け

粧し
ょ
う・

美び

容よ
う

品ひ
ん

メ
ー
カ
ー
の
輸ゆ

出し
ゅ
つ

促そ
く

進し
ん

に
寄き

与よ

し
て
き
た
こ
と
を

強き
ょ
う

調ち
ょ
う。
全ぜ

ん

国こ
く

工こ
う

業ぎ
ょ
う

連れ
ん

盟め
い

の

協き
ょ
う

力り
ょ
くに
よ
り
、
国こ

く

外が
い

か
ら

１
０
数す

う

社し
ゃ

の
購こ

う

買ば
い

担た
ん

当と
う

者し
ゃ

が

招し
ょ
う

聘へ
い

さ
れ
た
こ
と
に
言げ

ん

及き
ゅ
うし
、

　

ア
サ
イ
市し

で
取し

ゅ

材ざ
い

し
た
６

月が
つ

上じ
ょ
う

旬じ
ゅ
ん、
年ね

ん

に
１
度ど

の
「
農の

う

産さ
ん

品ひ
ん

評ぴ
ょ
う

会か
い

」
が
開か

い

催さ
い

さ
れ

て
い
た
。
日に

っ

系け
い

農の
う

家か

が
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

す
る
こ
と
を
目も

く

的て
き

に

１
９
３
５
年ね

ん

に
始は

じ

ま
り
、
現げ

ん

在ざ
い

は
太た

い

鼓こ

の
演え

ん

奏そ
う

や
盆ぼ

ん

踊お
ど

り

が
行お

こ
な

わ
れ
、
市し

民み
ん

が
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

を
楽た

の

し
む
機き

会か
い

に
な
っ
て

い
る
。

　

来ら
い

場じ
ょ
うし
て
い
た
永な

が

露つ
ゆ

嘉よ
し

人と

さ
ん
（
９
０
、
福ふ

く

岡お
か

県け
ん

）
に

話は
な
し

を
聞き

い
た
。
永な

が

露つ
ゆ

さ
ん

は
幼よ

う

少し
ょ
う

期き

に
両

り
ょ
う

親し
ん

兄き
ょ
う

弟だ
い

と
と
も
に
ブ
ラ
ジ
ル
に
移い

住じ
ゅ
うし

た
。
戦せ

ん

前ぜ
ん

だ
っ
た
１
３
歳さ

い

の

と
き
、
日に

本ほ
ん

に
残の

こ

し
た
土と

地ち

を
整せ

い

理り

す
る
た
め
に
父ち

ち

と
ふ

た
り
で
帰き

国こ
く

し
た
。
数す

う

カ
月げ

つ

で
戻も

ど

る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、

翌よ
く

年と
し

太た
い

平へ
い

洋よ
う

戦せ
ん

争そ
う

が
勃ぼ

っ

発ぱ
つ

し

帰か
え

る
手し

ゅ

段だ
ん

を
な
く
し
て
し
ま

っ
た
。

　

親お
や

子こ

ふ
た
り
は
母は

は

親お
や

と
兄

き
ょ
う

弟だ
い

を
ブ
ラ
ジ
ル
に
残の

こ

し
、
仕し

方か
た

な
く
福ふ

く

岡お
か

県け
ん

大た

刀ち

洗あ
ら
い

村む
ら

（
現げ

ん

大た

刀ち

洗あ
ら
い

町ま
ち

）
に
あ
っ
た

親し
ん

戚せ
き

の
家い

え

に
留と

ど

ま
っ
た
。
父ち

ち

「
我わ

れ
わ
れ々

は
メ
ー
カ
ー
の
国こ

く

際さ
い

化か

に
貢こ

う

献け
ん

し
て
ゆ
く
。
こ
れ

が
ブ
ラ
ジ
ル
と
諸し

ょ

外が
い

国こ
く

と
の

大お
お

き
な
商

し
ょ
う

業ぎ
ょ
う

関か
ん

係け
い

の
端た

ん

緒し
ょ

に

な
る
も
の
と
確か

く

信し
ん

し
て
い
る
」

親お
や

が
働は

た
ら

い
て
生せ

い

計け
い

を
立た

て
、

永な
が

露つ
ゆ

さ
ん
は
学が

っ

校こ
う

に
通か

よ

っ

た
。

　

永な
が

露つ
ゆ

さ
ん
は
４
５
年ね

ん

に

１
７
歳さ

い

を
迎む

か

え
徴

ち
ょ
う

兵へ
い

検け
ん

査さ

を

受う

け
た
が
、
視し

力り
ょ
くが
弱よ

わ

い
こ

と
を
理り

由ゆ
う

に
徴

ち
ょ
う

兵へ
い

を
免ま

ぬ
が

れ

た
。
父ち

ち

親お
や

も
５
０
近ち

か

い
年ね

ん

齢れ
い

だ
っ
た
の
で
召

し
ょ
う

集し
ゅ
うの
対た

い

象し
ょ
うに

な
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
８
月が

つ

の

終し
ゅ
う

戦せ
ん

を
迎む

か

え
た
。

　

記き

者し
ゃ

が
「
終

し
ゅ
う

戦せ
ん

の
と
き
、

ど
ん
な
気き

持も

ち
で
し
た
か
」

と
尋た

ず

ね
る
と
、「
日に

本ほ
ん

が
負ま

鏡か
が
み

開び
ら

き
で
開か

い

催さ
い

を
祝し

ゅ
く

し
た
（
撮さ

つ

影え
い

・
望も

ち

月づ
き

二じ

郎ろ
う

）

来
らい

社
しゃ

した一
いっ

行
こう

　

７
月が

つ

の
西に

し

日に

本ほ
ん

豪ご
う

雨う

で
甚じ

ん

大だ
い

な
被ひ

害が
い

を
受う

け
た
広ひ

ろ

島し
ま

県け
ん

。
そ
の
復ふ

っ

興こ
う

支し

援え
ん

の
た
め

募ぼ

金き
ん

運う
ん

動ど
う

を
行

お
こ
な

っ
て
き
た
広ひ

ろ

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
平ひ

ら

崎さ
き

靖や
す

之ゆ
き

会か
い

長ち
ょ
う、
重し

げ

田た

エ
ウ
ゾ
副ふ

く

会か
い

長ち
ょ
う、

吉よ
し

田だ

ロ
ベ
ル
ト
貞さ

だ

夫お

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
う、

小こ

池い
け

庸つ
ね

夫お

理り

事じ

が
１
７
日に

ち

に
来ら

い

社し
ゃ

し
、
募ぼ

金き
ん

協き
ょ
う

力り
ょ
くに
感か

ん

謝し
ゃ

を
述の

べ
た
。

　

広ひ
ろ

島し
ま

県け
ん

は
県け

ん

内な
い

死し

者し
ゃ

数す
う

が

１
０
８
人に

ん

に
上の

ぼ

り
、
今こ

ん

回か
い

最さ
い

大だ
い

の
被ひ

害が
い

を
受う

け
た
。
１
４

年ね
ん

に
も
広ひ

ろ

島し
ま

市し

内な
い

安あ

佐さ

南み
な
み

区く

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
７
４
人に

ん

の
死し

者し
ゃ

数す
う

を
出だ

す
、
豪ご

う

雨う

に
よ
る
大だ

い

規き

模ぼ

な
土ど

砂し
ゃ

崩く
ず

れ
が
近き

ん

年ね
ん

続つ
づ

け

て
発は

っ

生せ
い

し
て
い
る
。

　

７
月が

つ

の
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
直

ち
ょ
く

前ぜ
ん

に

災さ
い

害が
い

が
発は

っ

生せ
い

し
、
県け

ん

庁ち
ょ
うか
ら

の
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

訪ほ
う

問も
ん

が
直

ち
ょ
く

前ぜ
ん

に

キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
る
な
か
、
母ぼ

県け
ん

の
窮

き
ゅ
う

状じ
ょ
うを
受う

け
て
同ど

う

祭さ
い

内な
い

で
募ぼ

金き
ん

活か
つ

動ど
う

を
開か

い

始し

。
そ
の

後ご

、
銀ぎ

ん

行こ
う
こ
う口
座ざ

を
即そ

く

座ざ

に
設せ

っ

置ち

し
、
会か

い

員い
ん

一い
っ

体た
い

と
な
っ
て
募ぼ

金き
ん

活か
つ

動ど
う

を
行

お
こ
な

っ
て
き
た
。
お

よ
そ
２
カ
月げ

っ

間か
ん

で
、
日に

本ほ
ん

円え
ん

に
換か

ん

算さ
ん

し
て
約や

く

１
５
０
万ま

ん

円え
ん

と
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
作さ

く

戦せ
ん

の

逮た
い

捕ほ

者し
ゃ

た
ち
』（
ル
イ
ス
・
ア

ル
ベ
ル
ト
・
カ
リ
ー
ジ
ョ
著ち

ょ

、

ロ
ッ
コ
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

）
を
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

し
て

い
た
。
同ど

う

書し
ょ

は
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ

ッ
ト
作さ

く

戦せ
ん

で
逮た

い

捕ほ

、
拘こ

う

束そ
く

さ

れ
た
政せ

い

治じ

家か

や
企き

業ぎ
ょ
う

家か

の
連れ

ん

行こ
う

役や
く

な
ど
、
連れ

ん

邦ぽ
う

警け
い

察さ
つ

で
の

仕し

事ご
と

に
つ
い
て
記し

る

し
た
も
の
。

全ぜ
ん

文ぶ
ん

ポ
語ご

、
３
４
・
９
０
レ
。

興き
ょ
う

味み

の
あ
る
方か

た

は
、
お
近ち

か

く
の
書し

ょ

店て
ん

で
求も

と

め
て
み
て
は
？　

８
月が

つ

に
グ
ロ
ー
ボ
局き

ょ
く
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
番ば

ん

組ぐ
み

「
コ
ン
ベ
ル
サ
・

コ
ン
・
ビ
ア
ウ
」
に
出

し
ゅ
つ

演え
ん

し
、

学が
く

生せ
い

だ
っ
た
７
０
年ね

ん

代だ
い

に
軍ぐ

ん

政せ
い

に
ス
パ
イ
と
し
て
協

き
ょ
う

力
り
ょ
く

し
、
左さ

派は

集し
ゅ
う

会か
い

に
顔か

お

を
出だ

し

て
は
そ
の
様よ

う

子す

を
軍ぐ

ん

部ぶ

に
報ほ

う

告こ
く

し
て
い
た
と
明あ

か
し
た
上う

え

で
、「
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

が
一い

ち

番ば
ん

い
い
」

と
総そ

う

括か
つ

し
た
と
か
。

スマフォ普
ふ

及
きゅう

で市
し

場
じょう

縮
しゅく

小
しょう

ニコン、伯
はく

市
し

場
じょう

から撤
てっ

退
たい

不ふ

況き
ょ
う

乗の

り
越こ

え
国こ

く

際さ
い

化か

で
興こ

う

隆り
ゅ
う

へ

２
千せ

ん

社し
ゃ

が
出し

ゅ
っ

品ぴ
ん

、
商し

ょ
う

談だ
ん

７
億お

く

レ

け
る
の
は
わ
か
っ
て
い
た
。

動ど
う

揺よ
う

は
無な

か
っ
た
」
と
答こ

た

え

た
。
４
５
年ね

ん

４
月が

つ

、
空く

う

襲
し
ゅ
う

が
激は

げ

し
く
な
っ
た
た
め
山や

ま

の

中ち
ゅ
う

腹ふ
く

に
疎そ

開か
い

し
た
。
ア
メ
リ

カ
の
戦せ

ん

闘と
う

機き

が
市し

街が
い

地ち

を
掃そ

う

射し
ゃ

し
て
い
る
の
を
山や

ま

か
ら
見み

て
、「
日に

本ほ
ん

に
は
迎む

か

え
撃う

つ

兵へ
い

力り
ょ
くが
も
う
無な

い
ん
だ
」
と

思お
も

っ
た
と
い
う
。
戦せ

ん

後ご

は
大だ

い

工く

仕し

事ご
と

や
農の

う

作さ

業ぎ
ょ
うを
し
て
暮く

二に

分ぶ
ん

し
た
ア
サ
イ
移い

住じ
ゅ
う

地ち

勝か

ち
負ま

け
巡め

ぐ

る
そ
れ
ぞ
れ
の
思お

も

い

ら
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
家か

族ぞ
く

に
は
手て

紙が
み

で
敗は

い

戦せ
ん

を
知し

ら
せ

た
。

　

戦せ
ん

後ご

の
ア
サ
イ
に
は
コ
ー

ヒ
ー
栽さ

い

培ば
い

で
成せ

い

功こ
う

し
そ
の
資し

金き
ん

で
日に

本ほ
ん

に
帰き

国こ
く

で
き
る
人ひ

と

た
ち
も
い
て
、
永な

が

露つ
ゆ

親お
や

子こ

の

知し

り
合あ

い
が
福ふ

く

岡お
か

ま
で
会あ

い

に
来き

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ

の
人ひ

と

か
ら
「
ア
サ
イ
で
は
ほ

と
ん
ど
の
人ひ

と

が
日に

本ほ
ん

の
戦せ

ん

勝
し
ょ
う

を
信し

ん

じ
て
い
る
」
と
聞き

き
、

「
な
ん
で
そ
ん
な
こ
と
が
起お

き
て
い
る
の
だ
ろ
う
」
と
思お

も

っ
た
。

　

母は
は

親お
や

、
兄

き
ょ
う

弟だ
い

と
離は

な

れ
た
ま

ま
１
２
年ね

ん

間か
ん

過す

ご
し
、
日に

本ほ
ん

か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
移い

住
じ
ゅ
う

が
再さ

い

開か
い

し
た
５
３
年ね

ん

に
や
っ

と
再さ

い

会か
い

で
き
た
。
永な

が

露つ
ゆ

さ
ん

は
ブ
ラ
ジ
ル
を
発た

っ
た
と
き

１
３
歳さ

い

だ
っ
た
が
、
戻も

ど

っ
た

と
き
に
は
２
５
歳さ

い

に
な
っ
て

い
て
、「
母は

は

親お
や

か
ら
大お

お

き
く

な
り
ま
し
た
ね
と
言い

わ
れ

美
び

容
よう

見
み

本
ほん

市
いち

に１７万
まん

人
にん

来
らい

場
じょう

！
（７） ２０１８年第５０８８号 	 ９月	２２日	（土曜日）

母ぼ

県け
ん

に
義ぎ

援え
ん

金き
ん

１
５
０
万ま

ん

円え
ん

「
協き

ょ
う

力り
ょ
く

し
て
く
れ
た
皆み

な

さ
ん
に
感か

ん

謝し
ゃ

」

広
ひろ

島
しま

県
けん

人
じん

会
かい

永
なが

露
つゆ

さん

池
い け

崎
ざ き

商
しょう

会
か い

　
日に

っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

連れ
ん

盟め
い

ピ
ニ
ェ
イ
ロ

ス
文ぶ

ん

化か

セ
ン
タ
ー
で
「
日に

本ほ
ん

庭て
い

園え
ん

」
に
つ
い
て
の
講こ

う

演え
ん

会か
い

が
２
２
日に

ち

午ご
ご後
２
時じ

半は
ん

か
ら

４
時じ

ま
で
行お

こ
な

わ
れ
る
。
講こ

う

演え
ん

　

光こ
う

学が
く

機き
き器
メ
ー
カ
ー
「
ニ

コ
ン
」（
牛う

し

田だ

一か
ず

雄お

社し
ゃ

長ち
ょ
う、

本ほ
ん

社し
ゃ

＝
東と

う

京き
ょ
う

都と

港み
な
と

区く

）
の

ブ
ラ
ジ
ル
販は

ん

売ば
い

子こ

会が
い

社し
ゃ

「
ニ

コ
ン
・
ド
・
ブ
ラ
ジ
ル
」
は

１
２
日に

ち

、
当と

う

地ち

に
お
け
る
全す

べ

て
の
事じ

業ぎ
ょ
うを
終

し
ゅ
う

了り
ょ
うし
た
と
同ど

う

社し
ゃ

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上じ

ょ
う

で
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
た
。

　

同ど
う

社し
ゃ

は
、
２
０
１
１
年ね

ん

に

当と
う

地ち

で
販は

ん

売ば
い

子こ

会が
い

社し
ゃ

を
設せ

つ

立り
つ

。
１
４
年ね

ん

ワ
ー
ル
ド
杯カ

ッ
プ

と

１
６
年ね

ん

リ
オ
五ご

輪り
ん

を
見み

据す

え
、
市し

場じ
ょ
う

拡か
く

大だ
い

を
見み

込こ

ん
で

い
た
が
ス
マ
ー
ト
・
フ
ォ
ー

ン
の
普ふ

及き
ゅ
うな
ど
に
よ
り
デ
ジ

カ
メ
市し

場じ
ょ
うが
縮

し
ゅ
く

小し
ょ
う。
販は

ん

売ば
い

拠き
ょ

点て
ん

の
再さ

い

編へ
ん

の
な
か
、
昨さ

く

年ね
ん

末ま
つ

迄ま
で

に
伯は

く

市し

場じ
ょ
うか
ら
撤て

っ

退た
い

す
る

こ
と
が
決け

っ

定て
い

し
て
い
た
。

　

同ど
う

社し
ゃ

に
よ
れ
ば
、
保ほ

障し
ょ
う

期き

間か
ん

内な
い

の
製せ

い

品ひ
ん

の
修

し
ゅ
う

理り

は
継け

い

続ぞ
く

さ
れ
、
技ぎ

術じ
ゅ
つ

的て
き

サ
ポ
ー
ト
や

修し
ゅ
う

理り

の
申

も
う
し

込こ

み
は
同ど

う

社し
ゃ

サ
イ

ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン
・
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
に
て
受う

け

付つ

け
る
。
保ほ

障し
ょ
う

対た
い

象し
ょ
う

外が
い

の
カ
メ
ラ
の
付ふ

属ぞ
く

品ひ
ん

、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
に
つ

い
て
は
、
米べ

い

国こ
く

に
あ
る
子こ

会が
い

社し
ゃ

が
今こ

ん

後ご

引ひ
き

受う

け
る
。

　

ま
た
、
電で

ん

子し

顕け
ん

微び

鏡き
ょ
うや
そ

の
付ふ

属ぞ
く

品ひ
ん

の
販は

ん

売ば
い

、
並な

ら

び
に
、

技ぎ

術じ
ゅ
つ

的て
き

サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

は
、「
Ｂ
ｉ
ｏ
Ｌ
ａ
ｂ
Ｂ
ｒ

ａ
ｓ
ｉ
ｌ
」
社し

ゃ

を
通つ

う

じ
て
継け

い

続ぞ
く

さ
れ
る
。

（２）

終し
ゅ
う

戦せ
ん

後ご

、
帰き

伯は
く

し
勝か

ち
組ぐ

み

に
驚お

ど
ろ

く

が
寄よ

せ
ら
れ
た
。

　

来ら
い

社し
ゃ

し
た
一い

っ

行こ
う

は
「
皆み

な

で

力ち
か
らを
合あ

わ
せ
、
出で

来き

る
限か

ぎ

り

の
こ
と
を
や
っ
た
。
新し

ん

聞ぶ
ん

記き

事じ

を
通つ

う

じ
て
、
支し

援え
ん

の
輪わ

が

み
る
み
る
広ひ

ろ

が
っ
て
い
っ
た
」

と
話は

な

し
、「
口こ

う

座ざ

に
入

に
ゅ
う

金き
ん

さ
れ

た
も
の
は
個こ

人じ
ん

名め
い

が
分わ

か
ら

な
い
が
、
快

こ
こ
ろ
よく
募ぼ

金き
ん

し
て
下く

だ

さ
っ
た
皆み

な

さ
ん
に
感か

ん

謝し
ゃ

申も
う

し

上あ

げ
た
い
」
と
謝し

ゃ

意い

を
滲に

じ

ま

せ
た
。

　
「
避ひ

難な
ん

生せ
い

活か
つ

を
余よ

儀ぎ

な
く

さ
れ
、
ま
だ
困こ

ま

っ
て
い
る
被ひ

災さ
い

者し
ゃ

が
た
く
さ
ん
い
る
。
少す

こ

し

で
も
生せ

い

活か
つ

に
役や

く

立だ

て
て
欲ほ

し

い
」
と
母ぼ

県け
ん

の
復ふ

っ

興こ
う

を
祈い

の

っ

た
。
義ぎ

援え
ん

金き
ん

は
近き

ん

日じ
つ

中ち
ゅ
うに
も
、

県け
ん

庁ち
ょ
うに
振ふ

込り
こ

ま
れ
る
見み

通と
お

し
。

と
自じ

信し
ん

を
見み

せ
た
。

　

式し
き

典て
ん

に
は
、
楠

く
す
の
き

彰あ
き
ら

在ざ
い

聖せ
い

首し
ゅ

席せ
き

領り
ょ
う

事じ

、
ル
シ
ア
・
フ
ラ

ン
サ
聖せ

い

州し
ゅ
う

知ち

事じ

夫ふ

人じ
ん

、
ギ

ウ
ベ
ル
ト
・
ナ
シ
メ
ン
ト
・
ジ

た
」
と
思お

も

い
出だ

す
。

　

再ふ
た
た

び
ア
サ
イ
で
生せ

い

活か
つ

を
始は

じ

め
た
永な

が

露つ
ゆ

さ
ん
は
、
近き

ん

所じ
ょ

の

人ひ
と

た
ち
が
「
日に

本ほ
ん

は
勝か

っ
た

ん
だ
」
な
ど
と
噂う

わ
さ

し
あ
っ
て

い
る
の
を
と
き
ど
き
耳み

み

に
し

た
。
日に

本ほ
ん

で
終

し
ゅ
う

戦せ
ん

を
体た

い

験け
ん

し

た
永な

が

露つ
ゆ

さ
ん
に
と
っ
て
不ふ

思し

議ぎ

で
な
ら
な
か
っ
た
。

　

戦せ
ん

争そ
う

に
勝か

っ
た
か
負ま

け
た

か
を
公

お
お
や
けに
議ぎ

論ろ
ん

す
る
人ひ

と

は
い

な
く
て
、
永な

が

露つ
ゆ

さ
ん
は
「
あ

ん
ま
り
は
っ
き
り
し
た
こ
と

を
言い

う
と
言い

い
争あ

ら
そ

い
に
な
り

か
ね
ず
、
皆み

な

そ
れ
を
避さ

け
て

い
る
」
と
察さ

っ

し
た
。
だ
か
ら
、

友ゆ
う

人じ
ん

の
兄あ

に

か
ら
「
日に

本ほ
ん

は
本ほ

ん

当と
う

に
負ま

け
た
の
か
」
と
聞き

か

れ
た
と
き
、
そ
の
場ば

し
の
ぎ

で
曖あ

い

昧ま
い

な
返へ

ん

事じ

を
し
た
。

　

永な
が

露つ
ゆ

さ
ん
は
「
５
０
年ね

ん

代だ
い

中な
か

頃ご
ろ

に
は
勝か

ち
負ま

け
の
話

は
な
し

を
ほ
と
ん
ど
聞き

か
な
く
な
っ

た
」
と
言い

う
。
５
３
年ね

ん

に
日に

本ほ
ん

か
ら
の
戦せ

ん

後ご

移い

住じ
ゅ
うが
始は

じ

ま

っ
た
こ
と
で
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

に

敗は
い

戦せ
ん

の
認に

ん

識し
き

が
広ひ

ろ

が
っ
た
と

さ
れ
る
。
ア
サ
イ
に
も
新あ

ら

た

に
戦せ

ん

後ご

移い

民み
ん

が
住す

み
着つ

い
て

い
た
。

（
つ
づ
く
、
山や

ま

縣が
た

陸り
く

人と

記き

者し
ゃ

）
ュ
ニ
オ
ー
ル
聖せ

い

州し
ゅ
う

社し
ゃ

会か
い

開か
い

発は
つ

局き
ょ
く

長ち
ょ
う、
サ
ン
パ
ウ
ロ
商

し
ょ
う

工こ
う

会か
い

の
ロ
ベ
ル
ト
・
マ
テ
ウ
ス
・
オ

ル
ジ
ニ
副ふ

く

会か
い

長ち
ょ
うの
ほ
か
、
飯い

い

星ぼ
し

ワ
ル
テ
ル
、
大お

お

田た

慶け
い

子こ

両
り
ょ
う

連れ
ん

邦ぽ
う

下か

議ぎ

、
ジ
ョ
ア
ン
・
ド

リ
ア
元も

と

市し

長ち
ょ
う、
野の

村む
ら

ア
ウ
レ

リ
オ
、
羽は

藤と
う

ジ
ョ
ル
ジ
両

り
ょ
う

市し

議ぎ

ら
が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
。



欠か

か
せ
な
い
　
　
社し

ゃ

交こ
う

の
場ば

　

ア
ル
ジ
ャ
ー
市し

の
社し

ゃ

団だ
ん

法ほ
う

人じ
ん

「
Ｐ
Ｌ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
」（
天あ

ま

野の

一い
ち

郎ろ
う

理り

事じ

長ち
ょ
う）
は
、
今こ

年と
し

で
「
開か

い

場じ
ょ
う５
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

」

を
迎む

か

え
た
。
日に

っ

系け
い

駐ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

が
自じ

由ゆ
う

に
プ
レ
ー
で
き
る
ゴ
ル
フ
場じ

ょ
う

と
し
て
Ｐ
Ｌ
（
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
・
リ
バ
テ
ィ
ー
）

教き
ょ
う

団だ
ん

に
よ
り
創そ

う

設せ
つ

さ
れ
た
同ど

う

ク
ラ
ブ
は
、
半は

ん

世せ
い

紀き

の
間あ

い
だ

に
２
７
ホ
ー
ル
を
備そ

な

え
る
聖せ

い

州し
ゅ
うで
も
最さ

い

大だ
い

規き

模ぼ

の
ク
ラ
ブ

の
一ひ

と

つ
に
発は

っ

展て
ん

し
て
き
た
。
１
９
６
５
年ね

ん

に
創そ

う

設せ
つ

さ
れ
た
コ
ロ
ニ
ア
最さ

い

古こ

の
ア
ル
ジ
ャ
ー
・
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
対た

い

し
、

日に
っ

系け
い

駐ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

向む

け
に
発は

っ

展て
ん

し
て
き
た
同ど

う

ク
ラ
ブ
は
、
今い

ま

も
な
お
、
駐

ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

社し
ゃ

会か
い

か
ら
〃
社し

ゃ

交こ
う

の
場ば

〃
と
し
て
親し

た

し

ま
れ
て
い
る
。（
５
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

コ
ン
ペ
の
成せ

い

績せ
き

表ひ
ょ
うは
本ほ

ん

日じ
つ

６
面め

ん

に
掲け

い

載さ
い

）

一か
ず
み美
教き

ょ
う

区く

長ち
ょ
う、
日に

っ

系け
い

ゴ
ル

フ
連れ

ん

盟め
い

の
近ち

か

沢ざ
わ

宗む
ね

貴た
か

会か
い

長ち
ょ
う、

パ
ウ
リ
ス
タ
ゴ
ル
フ
連れ

ん

盟め
い

の

マ
ウ
ロ
・
バ
チ
ス
タ
会か

い

長ち
ょ
う、

ゼ
・
ル
イ
ー
ス
・
モ
ン
テ
イ

ロ
市し

長ち
ょ
う、
野の

口ぐ
ち

泰や
す
し

在ざ
い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

ほ
か
、
複ふ

く

数す
う

の
同ど

う

市し

議ぎ

ら
が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
。

　

挨あ
い

拶さ
つ

し
た
天あ

ま

野の

理り

事じ

長
ち
ょ
う

は
「
半は

ん

世せ
い

紀き

を
迎む

か

え
ら
れ
た

の
は
、
皆み

な

様さ
ま

の
ご
協

き
ょ
う

力り
ょ
くの
賜た

ま

物も
の

。
次つ

ぎ

な
る
５
０
年ね

ん

に
向む

け

て
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
い
て
最さ

い

高こ
う

位い

の
ク
ラ
ブ
と
な
る
よ
う

に
、
会か

い

員い
ん

の
皆み

な

様さ
ま

と
共と

も

に
尽じ

ん

力り
ょ
く

し
て
い
き
た
い
」
と
協

き
ょ
う

力り
ょ
くを
仰あ

お

い
だ
。

　

森も
り

口ぐ
ち

教き
ょ
う

区く

長ち
ょ
う

は
同ど

う

ク
ラ

ブ
設せ

つ

立り
つ

の
経け

い

緯い

に
触ふ

れ
、

「
歴れ

き

代だ
い

市し

長ち
ょ
う、
ゴ
ル
フ
連れ

ん

盟め
い

、

評ひ
ょ
う

議ぎ

員い
ん

の
皆み

な

様さ
ま

の
多た

大だ
い

な

る
尽じ

ん

力り
ょ
くに
加く

わ

え
、
会か

い

員い
ん

の
皆み

な

様さ
ま

の
ご
愛あ

い

顧こ

が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
半は

ん

世せ
い

紀き

を
迎む

か

え
ら
れ

た
」
と
謝し

ゃ

意い

を
滲に

じ

ま
せ
た
。

　

近ち
か

沢ざ
わ

会か
い

長ち
ょ
うは
「
リ
オ
五ご

輪り
ん

で
ゴ
ル
フ
が
正せ

い

式し
き

種し
ゅ

目も
く

と
な

り
、
若わ

か

者も
の

の
関か

ん

心し
ん

を
惹

じ
ゃ
っ

起き

し

て
い
る
。
そ
ん
な
な
か
Ｐ
Ｌ

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
は
常つ

ね

に
最さ

い

前ぜ
ん

線せ
ん

に
立た

ち
若わ

か

者も
の

へ
の
普ふ

及
き
ゅ
う

の
道み

ち

を
切き

り
開ひ

ら

く
の
み
な
ら

ず
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
ゴ
ル
フ
技ぎ

天あ
ま

野の

理り

事じ

長ち
ょ
う

「
ブ
ラ
ジ
ル
最さ

い

高こ
う

目め

指ざ

す
！
」

開あ

け
。
式し

き

典て
ん

に
は
、
天あ

ま

野の

理り

事じ

長ち
ょ
う、
Ｐ
Ｌ
教き

ょ
う

団だ
ん

の
森も

り

口ぐ
ち

終し
ゅ
う

了り
ょ
う

し
、
地じ

元も
と

太た
い

鼓こ

チ
ー

ム
の
演え

ん

奏そ
う

で
記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

が
幕ま

く

２
７
ホ
ー
ル
全す

べ

て
を
利り

用よ
う

し

て
実じ

っ

施し

。
参さ

ん

加か

者し
ゃ

は
３
、４

人に
ん

の
チ
ー
ム
に
分わ

け
ら
れ
、

団だ
ん

体た
い

戦せ
ん

で
競き

そ

っ
た
。
晴せ

い

天て
ん

に

恵め
ぐ

ま
れ
、
見み

晴は

ら
し
の
よ
い

豊ゆ
た

か
な
自し

然ぜ
ん

の
な
か
、
参さ

ん

加か

者し
ゃ

は
プ
レ
ー
に
汗あ

せ

を
流な

が

し
た
。

　

コ
ン
ペ
は
正

し
ょ
う

午ご

過す

ぎ
に

真
しん

剣
けん

な眼
まな

差
ざ

しでショットを決
き

めた参
さん

加
か

者
しゃ

昼
ちゅう

食
しょく

会
かい

で親
しん

睦
ぼく

を深
ふか

めた会
かい

員
いん

ら

　

１
６
日に

ち

、
同ど

う

ク
ラ
ブ
は

「
開か

い

場じ
ょ
う

５
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

大た
い

会か
い

」
を
開か

い

催さ
い

し
た
。
同ど

う

ク

ラ
ブ
主し

ゅ

催さ
い

の
コ
ン
ペ
と
し

て
は
、
過か

去こ

最さ
い

大だ
い

規き

模ぼ

と

な
る
延の

べ
約や

く

２
０
０
人に

ん

の

会か
い

員い
ん

が
参さ

ん

加か

し
た
。

　

今こ
ん

大た
い

会か
い

は
３
コ
ー
ス
、

地
じ

元
もと

太
たい

鼓
こ

チームの演
えん

奏
そう

により華
はな

やかに開
かい

幕
まく

鏡
かがみ

割
わ

りでは「よいしょ～」と雄
お

々
お

しい掛
か

け声
ごえ

が上
あ

がった

あ
り
ま
し
た
よ
」
と
往お

う

時じ

を

懐な
つ

か
し
む
。

　

そ
ん
な
散さ

ん

乱ら
ん

し
て
い
た
小こ

石い
し

を
手て

作さ

業ぎ
ょ
うで
一ひ

と

つ
一ひ

と

つ
取と

り

除の
ぞ

い
た
の
が
、
同ど

う

教き
ょ
う

団だ
ん

青せ
い

年ね
ん

部ぶ

だ
っ
た
。「
青せ

い

年ね
ん

ら
が
横よ

こ

一い
ち

列れ
つ

に
並な

ら

ん
で
隈く

ま

な
く
歩あ

る

き
、

袋ふ
く
ろを
も
っ
て
石い

し

こ
ろ
を
拾ひ

ろ

っ
て

い
た
。
今い

ま

楽た
の

し
く
ゴ
ル
フ
が

で
き
る
の
も
、
信し

ん

者じ
ゃ

の
皆み

な

さ
ん

の
お
か
げ
で
す
よ
」
と
話は

な

す
。

　

平ひ
ら

松ま
つ

さ
ん
は
、
会か

い

社し
ゃ

員い
ん

時じ

代だ
い

か
ら
年ね

ん

１
０
０
回か

い

近ち
か

く
ゴ

ル
フ
場じ

ょ
う

に
通か

よ

っ
て
お
り
、
現げ

ん

在ざ
い

も
ゴ
ル
フ
三ざ

ん

昧ま
い

の
生せ

い

活か
つ

を

送お
く

っ
て
い
る
。

　
「
聖せ

い

市し

と
ゴ
ル
フ
場じ

ょ
う

は
往お

う

復ふ
く

で
１
０
０
キ
ロ
。
５
０

年ね
ん

間か
ん

で
５
千せ

ん

回か
い

は
来き

て
い

る
の
で
５
０
万ま

ん

キ
ロ
、
つ

ま
り
、
地ち

球き
ゅ
う

を
１
２
周し

ゅ
う

は

廻め
ぐ

っ
て
い
る
計け

い

算さ
ん

に
な
る
」

と
笑わ

ら

い
飛と

ば
し
、「
ゴ
ル
フ

の
お
陰か

げ

で
健け

ん

康こ
う

に
過す

ご
せ

て
い
る
。
そ
れ
も
ゴ
ル
フ
場じ

ょ
う

を
作つ

く

っ
て
く
れ
た
Ｐ
Ｌ
教き

ょ
う

団だ
ん

の
お
か
げ
。
足あ

し

を
向む

け

て
寝ね

ら
れ
ま
せ
ん
よ
」
と

手て

を
合あ

わ
せ
て
い
た
。

ル
ド
ー
ザ
ー
で
表

ひ
ょ
う

土ど

を
剥は

ぎ

取と

る
大だ

い

胆た
ん

な
も
の
で
あ
っ
た
た

め
、
小こ

石い
し

の
多お

お

い
地ち

層そ
う

が
露ろ

出し
ゅ
つし
、
開か

い

場じ
ょ
う

当と
う

時じ

に
は
石い

し

が

散さ
ん

乱ら
ん

し
て
い
た
ほ
ど
だ
っ
た
。

　

創そ
う

立り
つ

当と
う

初し
ょ

か
ら
の
会か

い

員い
ん

で
、
ゴ
ル
フ
歴れ

き

６
０
年ね

ん

と
い

う
平ひ

ら

松ま
つ

幸ゆ
き

夫お

さ
ん
（
８
４
、

愛あ
い

知ち

県け
ん

）
に
よ
れ
ば
「
ク
ラ

ブ
で
ボ
ー
ル
を
叩た

た

い
た
と
き

に
、
そ
の
下し

た

に
あ
る
石い

し

を
叩た

た

い
て
、
火ひ

花ば
な

が
出で

る
こ
と
も

50 年
ねん

通
かよ

いつめている平
ひら

松
まつ

夫
ふ

妻
さい

　

Ｐ
Ｌ
ゴ
ル
フ
場じ

ょ
う

は
急

き
ゅ
う

峻し
ゅ
んな

丘き
ゅ
う

陵り
ょ
う

地ち

帯た
い

に
位い

置ち

す
る
。
建け

ん

設せ
つ

は
突と

っ

貫か
ん

工こ
う

事じ

で
行お

こ
な

わ
れ
、
ブ

術じ
ゅ
つ

向こ
う

上じ
ょ
う

に
大お

お

き
く
寄き

与よ

し

て
き
た
」
と
賞

し
ょ
う

賛さ
ん

し
た
。

　

モ
ン
テ
イ
ロ
市し

長ち
ょ
うは
「
市し

が
ゴ
ル
フ
の
町ま

ち

と
し
て
知し

ら

れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
ク

ラ
ブ
の
お
か
げ
。
当と

う

地ち

の
ス

ポ
ー
ツ
、
社し

ゃ

会か
い

の
発は

っ

展て
ん

を

支さ
さ

え
る
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
存そ

ん

在ざ
い

」
と

強き
ょ
う

調ち
ょ
う

し
、
野の

口ぐ
ち

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

も

「
こ
こ
に
集つ

ど

い
親し

ん

睦ぼ
く

を
深ふ

か

め

る
な
か
で
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
連れ

ん

帯た
い

強き
ょ
う

化か

に
繋つ

な

が
っ
て
き
た
」

と
賛さ

ん

辞じ

を
送お

く

っ
た
。

　

そ
の
後ご

、
市し

議ぎ

会か
い

か
ら
同ど

う

ク
ラ
ブ
に
対た

い

し
て
、
顕け

ん

彰
し
ょ
う

プ
レ
ー
ト
を
授じ

ゅ

与よ

。
昼

ち
ゅ
う

食
し
ょ
く

会か
い

で
は
、
今こ

ん

大た
い

会か
い

の
結け

っ

果か

発は
っ

表ぴ
ょ
うな
ら
び
に
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
うが
行お

こ

な
わ

れ
た
ほ
か
、
創そ

う

立り
つ

当と
う

時じ

か
ら
の
会か

い

員い
ん

に
対た

い

し
て
、
記き

念ね
ん

品ひ
ん

が
贈ぞ

う

呈て
い

さ
れ
た
。

コスタ・エ・シウバ大
だい

統
とう

領
りょう

夫
ふ

妻
さい

臨
りん

席
せき

のもと開
かい

場
じょう

式
しき

が行
おこな

われた（提
てい

供
きょう

・ＰＬゴルフクラブ）

が
行お

こ
な

わ
れ
、
設せ

つ

備び

改か
い

装そ
う

、
近き

ん

代だ
い

化か

が
行お

こ
な

わ
れ
て
き
た
。

　

同ど
う

ク
ラ
ブ
は
７
５
年ね

ん

に
社し

ゃ

団だ
ん

法ほ
う

人じ
ん

に
改か

い

組そ

し
、
現げ

ん

在ざ
い

に

至い
た

る
。
会か

い

員い
ん

は
４
０
０
人に

ん

で

そ
の
７
割わ

り

近ち
か

く
を
駐

ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

が

の
土と

地ち

を
購こ

う

入に
ゅ
う、
そ
の
一い

ち

部ぶ

に
ゴ
ル
フ
場じ

ょ
う

が
建け

ん

設せ
つ

さ
れ
た
。

　

６
６
年ね

ん

４
月が

つ

か
ら
建け

ん

設せ
つ

が

開か
い

始し

さ
れ
、
工こ

う

事じ

に
あ
た
っ

て
は
同ど

う

教き
ょ
う

団だ
ん

か
ら
大お

お

型が
た

土ど

木ぼ
く

機き

械か
い

、
人じ

ん

員い
ん

、
資し

材ざ
い

等な
ど

が
投と

う

入に
ゅ
うさ
れ
た
。
２
年ね

ん

間か
ん

の
突と

っ

貫か
ん

工こ
う

事じ

を
経へ

て
、
６
８
年ね

ん

４
月が

つ

に
同ど

う

教き
ょ
う

団だ
ん

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
と

し
て
オ
ー
プ
ン
。
隣り

ん

接せ
つ

す
る

同ど
う

教き
ょ
う

団だ
ん

の
聖せ

い

地ち

よ
り
も
一ひ

と

足あ
し

早は
や

く
完か

ん

成せ
い

し
た
。
な
お
、
落ら

く

Ｐ
Ｌ
教き

ょ
う

団だ
ん

が
ゴ
ル
フ
場じ

ょ
う

を
造ぞ

う

営え
い

！

２
７
ホ
ー
ル
完か

ん

備び

、州し
ゅ
う

内な
い

最さ
い

大だ
い

級き
ゅ
う

27ホールを有
ゆう

するゴルフ場
じょう

成せ
い

式し
き

は
コ
ス
タ
・
エ
・
シ
ウ
バ

大だ
い

統と
う

領り
ょ
う

夫ふ

妻さ
い

や
２
０
０
人に

ん

の

来ら
い

賓ひ
ん

出し
ゅ
っ

席せ
き

の
も
と
で
催も

よ
お

さ
れ

る
盛せ

い

況き
ょ
うぶ
り
だ
っ
た
。

　

開か
い

場じ
ょ
う

当と
う

時じ

は
１
８
ホ
ー
ル

だ
っ
た
が
、
発ほ

っ

足そ
く

以い

来ら
い

会か
い

員い
ん

数す
う

も
年ね

ん

々ね
ん

増ぞ
う

加か

。
５
０
０
人に

ん

を
越こ

え
て
手て

狭ぜ
ま

と
な
っ
た
た

め
、
９
ホ
ー
ル
の
造ぞ

う

成せ
い

が
企き

画か
く

さ
れ
、
２
７
ホ
ー
ル
ま
で

拡か
く

大だ
い

。
そ
の
後ご

も
よ
り
良よ

い

ゴ
ル
フ
場じ

ょ
う

を
目め

指ざ

し
大だ

い

改か
い

造ぞ
う

限げ
ん

を
求も

と

め
ら
れ
る
な
ど
、
肩か

た

身み

の
狭せ

ま

い
思お

も

い
を
し
て
い
た
。

　

そ
ん
な
な
か
、
邦ほ

う

人じ
ん

向む

け

ゴ
ル
フ
場

じ
ょ
う

建け
ん

設せ
つ

の
要よ

う

望ぼ
う

の
高た

か

ま

り
を
受う

け
て
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

本ほ
ん

商し
ょ
う

工こ
う

会か
い

議ぎ

所し
ょ

の
広ひ

ろ

川か
わ

郁い
く

三ぞ
う

会か
い

頭と
う

（
当と

う

時じ

）
が
、
来ら

い

伯は
く

中
ち
ゅ
う

だ
っ
た
Ｐ
Ｌ
教き

ょ
う

団だ
ん

の
御み

木き

徳と
く

近ち
か

第だ
い

二に

代だ
い

教き
ょ
う

主し
ゅ

に
ゴ
ル
フ
場

じ
ょ
う

の
建け

ん

設せ
つ

を
懇こ

ん

願が
ん

。
こ
れ
が
き
っ

か
け
と
な
り
同ど

う

教き
ょ
う

団だ
ん

は
同ど

う

市し

に
２
０
平へ

い

方ほ
う

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

占し

め
る
。
そ
の
た
め
、
レ
ス
ト

ラ
ン
に
は
日に

本ほ
ん

食し
ょ
く、
ロ
ッ
カ
ー

ル
ー
ム
に
は
風ふ

呂ろ

や
サ
ウ
ナ

　

１
９
５
０
年ね

ん

代だ
い

後こ
う

半は
ん

か
ら

の
日に

本ほ
ん

企き

業ぎ
ょ
う

進し
ん

出し
ゅ
つの
本ほ

ん

格か
く

化か

に
伴と

も
な
い
、
ゴ
ル
フ
ブ
ー
ム
の
影え

い

響き
ょ
う

を
受う

け
た
駐

ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

間か
ん

で
、

当と
う

地ち

に
お
い
て
も
社し

ゃ

交こ
う

の
場ば

と
し
て
ゴ
ル
フ
が
親し

た

し
ま
れ
て

い
た
。
当と

う

時じ

、
駐

ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

や
日に

っ

系け
い

人じ
ん

は
伊い

系け
い

の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
・
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
を
利り

用よ
う

し
て
い
た
が
、
入

に
ゅ
う

会か
い

条じ
ょ
う

件け
ん

が

厳き
び

し
い
上う

え

、
日に

っ

系け
い

人じ
ん

中ち
ゅ
う

心し
ん

の

コ
ン
ペ
が
多お

お

く
な
っ
た
た
め
制せ

い
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突と
っ

貫か
ん

工こ
う

事じ

！   

半は
ん

世せ
い

紀き

前ま
え

の
秘ひ

話わ

教き
ょ
う

団だ
ん

青せ
い

年ね
ん

部ぶ

が
手て

作さ

業ぎ
ょ
う

で
小こ

石い
し

除じ
ょ

去き
ょ

ＰＬゴルフクラブ50周
しゅう

年
ねん

祝
いわ

う特と
く

集し
ゅ
う

駐ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

の
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PL GOLF CLUBE 50周年記念大会祝

クラブ施
し

設
せつ

の全
ぜん

景
けい

付づ

き
と
充

じ
ゅ
う

実じ
つ

し
た
設せ

つ

備び

に
加く

わ

え
、
ス
タ
ッ
フ
も
日に

本ほ
ん

語ご

対た
い

応お
う

が
可か

能の
う

と
な
って
い
る
。
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